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藤岡市には、旧石器時代から近代にいたるまで数多くの遺跡が残され

ています。中でも国史跡である白石稲荷山古墳や七輿山古墳に代表され

る古墳、中世の関東管領の居城であった平井城跡などの城跡、そして世

界文化遺産に登録された国史跡の高山社跡を始めとした養蚕文化など、

市内には著名な史跡・遺跡があり、これらは藤岡地域の歴史を語る上で

欠くことのできない資産です。これらの遺跡を保護・保存しながら、未

来へのまちづくりに活用することが文化財行政に求められている重要な

課題であります。

本報告書は、三ツ木地区の毛野国白石丘陵公園整備事業に伴って平成

年度に実施した三ツ木東原Ｂ遺跡の発掘調査結果を報告するものです。

本遺跡では、旧石器時代の遺跡、古墳及び古墳時代から平安時代までの

古代の住居跡などが見つかっています。これらは藤岡の先史時代・古代

を考える上で非常に重要な資料であると考えられます。この成果を広く

公開することによって、本報告書が藤岡地域の歴史をより深く理解する

ための一助となれば幸いに存じます。

最後に、埋蔵文化財発掘調査にご協力いただいた関係諸機関の方々、

並びに市民の皆様のご理解とご協力に厚くお礼申し上げます。

令和３年３月

藤岡市教育委員会

教育長 田中 政文





１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

本報告書は、平成 29 年度に実施された毛野国白石丘陵公園園路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書であ

る。

調査は、藤岡市都市建設部都市施設課の委託を受け、藤岡市教育委員会の指導・監督のもと、有限会社毛野

考古学研究所が実施した。

発掘調査・整理調査の要項は次のとおりである。

遺　跡　所　在　地 :群馬県藤岡市三ツ木地内

遺 跡 略 称 : F48

発 掘 調 査 期 間 : 平成 29 年７月 31 日～平成 29 年 12 月 22 日

整 理 調 査 期 間 : 令和 2年 6月 16 日～令和 3年 2月 26 日

発掘調査は常深尚・春里桃子（有限会社毛野考古学研究所）が担当し、遺構測量・空撮は和久裕昭・小出拓

磨・亀田浩子 (同 )が行った。

整理調査は常深が担当し、編集は常深が行った。原稿執筆は、第Ⅰ章を井上勉（藤岡市教育委員会）、第Ⅲ

章を春里、その他は常深が担当した。また、遺物写真撮影は常深・井上太（有限会社毛野考古学研究所）が

担当し、遺物実測及び観察表作成は常深・和久が担当した。自然科学分析は、テフラ分析を早田勉氏（㈱火

山灰考古学研究所）、光ルミネッセンス（OSL）年代測定を下岡順直氏（立正大学）に依頼し、それぞれの成

果を第Ⅸ章に掲載した。なお旧石器時代の石器の分類・計測・接合・実測にあたっては、軽部達也氏（藤岡

市教育委員会文化財保護課長）にご指導頂いた。

調査に関わる資料は、一括して藤岡市教育委員会が保管している。

調査組織

教育委員会

　教育長　　　　　田中　政文

　教育部長　　　　御供　英宏（平成 29 年度）、塚本　良（令和 2年度）

　文化財保護課長　軽部　達也

　埋蔵文化財係長　土屋　正臣（平成 29 年度）、井上　勉（令和 2年度）

　事務担当　　　　文挾健太郎

　調査担当　　　　常深　尚・春里桃子（有限会社毛野考古学研究所）

都市建設部

　都市建設部長　　田島　恒夫（平成 29 年度）、根岸　実（令和 2年度）

　都市施設課長　　秋山　悟（平成 29 年度）、小林　直樹（令和 2年度）

　都市施設係長　　小林　直樹（平成 29 年度）、塚本　真詞（令和 2年度）

　事務担当　　　　松本　拓也

発掘調査・整理作業に関わった方々は、下記のとおりである。(五十音順・敬称略 )　　　

【発掘調査】　

井上友光　碓井俊夫　岡庭秋男　北野進二　久保口寛　小関泰洋　小山茂男　佐藤鬨雄　武井みち子　

永井述史　中島勝由　橋元裕児　山田重雄　

【整理調査】　

相原光都子　阿原智子　池内麻美　内田恵美子　鬼形敦子　閑野一枝　黒田しのぶ　斎藤真琴　冨沢友理　

永島美和子　半澤利江　茂木孝典　矢島英敏　山口昌子　吉村光恵

例　言
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発掘調査の実施から報告書刊行に至る間、以下の方々に御指導・御協力を賜った。記して感謝の意を表した

い。(順不同・敬称略 )

阿久澤智和　岩崎泰一　小原俊行　角張憲子　栗島義明　小菅将夫　下岡順直　城倉正祥　進藤瑞生　

須藤隆司　関口博幸　芹澤清八　早田勉　大工原豊　田辺凌基　津島秀章　戸塚瞬翼　外山政子　

長崎潤一　前原豊　山崎芳春

本書で用いた座標は世界測地系第Ⅳ系である。方位は真北、水平水準は海抜高である。

遺構は、種別を示す以下の記号と番号の組合せで標記した。

Ｄ：土坑　　Ｈ：竪穴住居跡（古墳～平安）　Ｋ：古墳　Ｐ：ピット　ＳＵ：巣穴状遺構

土層・遺物の色調は『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄著　財団法人日本色彩研究所）を使用した。

挿図中の網掛けは次のとおりである。

旧石器時代の石材については、以下の略号を使用した。

An：安山岩　BAn：黒色安山岩　BSh：黒色頁岩　Ob：黒曜石　Ch：チャート

HMd：硬質泥岩　Sc：結晶片岩　SS：砂岩　JU：碧玉系石材（赤玉など）

旧石器時代の遺物分布図では、以下の記号を使用した。

器種別　▲：ナイフ形石器・台形様石器　◇：両面調整石器　★：スクレイパー　☆：使用痕を有する剥片

　　　　◎：二次調整痕を有する剥片　▶：縦長剥片　⦿：敲石　　：台石　□：石核・残核

　　　　■：石核調整・打面作成剥片　▽：作業面調整・再生剥片　●：剥片　● ：砕片　〇：胃石

石材別　●：黒色安山岩　◎：安山岩　■：黒色頁岩　□：硬質頁岩　▶：頁岩　☆：チャート

　　　　★：黒曜石　⦿：メノウ　▲：結晶片岩　◇：砂岩　▼：硬質泥岩　▽：緑色岩

９．
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三ツ木東原B遺跡

第Ⅰ章　調査に至る経緯

　三ツ木東原Ｂ遺跡の発掘調査は、毛野国白石丘陵公園園路建設工事に伴い、平成 29 年 8 月 28 日から 12 月 15

日にかけて実施された。

平成 26 年 11 月 26 日に藤岡市都市計画課より毛野国白石丘陵公園整備工事について文化財保護法第 94 条通

知が提出されたことを受けて、文化財保護課で平成 26 年 12 月 17 日に試掘調査を行った結果、遺跡の存在が確

認されたため、工事に先立って「発掘調査」を平成 26 年 12 月 18 日付藤教文発第 851 号により指導した。

発掘調査については担当課と協議を続け、群馬県登録民間発掘調査組織に委託して発掘調査に臨むことにな

った。平成 29 年 7 月 31 日付で藤岡市長新井利明と有限会社毛野考古学研究所との間で埋蔵文化財発掘調査業務

委託契約が締結され、同日に藤岡市教育委員会を加えた三者協定を締結、また文化財保護法第 92 条の届出が有

第１図　調査位置図
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限会社毛野考古学研究所より平成 29 年 7 月 28 日付で提出され、藤岡市教育委員会から群馬県教育委員会へ進達

した。その後、群馬県教育委員会より「文化財保護法」「群馬県埋蔵文化財発掘調査取り扱い基準」「群馬県埋蔵

文化財発掘調査基準」を遵守するよう通知が出されたため、調査組織へ伝達し、発掘調査の実施となった。

第Ⅱ章　調査の方法と経過

第１節　調査の方法

　表土掘削は重機を使用し、遺構確認面（Ⅳ層）まで掘削した。遺構番号は、遺構の種類ごとに通し番号を付し、

｢H-1｣・｢D-10｣ のように呼称した。遺構の測量は、断面図を手実測、平面図を電子平板で行った。グリッドは、

調査区北西の X 座標 29140、Y 座標 -71240 を起点に 4 ｍ× 4 ｍで設定した。グリッドの呼称には東方向に数字

（1,2,3,…）、南方向にアルファベット大文字（A,B,C,…）を使用し、A-1 のように表記した（第 2 図）。遺構の

写真は、デジタル 1 眼レフカメラ（NikonD5500）を使用し、RAW データ撮影をした。遺跡の全景写真は、ドロー

ン（DJI 社 Phantom 2 Vision+）を使用して撮影した。

　遺物注記はインクジェットプリンターにて行い、遺跡記号・遺構名を「F48 H1 № 01」のように注記した。遺

物の写真撮影はデジタル 1 眼レフカメラ（NikonD850）を使用した。遺構図・遺物実測図・報告書作成ともに

Adobe®Creative Suite® でデジタルトレース・編集等を実施し、印刷所には PDF 型式（X-1a;2001）で入稿した。

第２節　調査の経過

　（平成 29 年度）

　８月

　　28日　調査区北側から表土掘削を開始する。ハウス・トイレ・器材の搬入。

　　29日　表土掘削継続。安全柵の設置。遺構検出作業を開始する。　30日　表土掘削の終了。

　９月

　　４日　遺構検出状況の写真撮影。古墳・竪穴住居跡・土坑・ピットを検出。

　　５日　遺構掘削を開始する。古墳の調査を開始。

　　７日　竪穴住居跡の掘削を開始する。　８日　土坑・ピットの掘削を開始する。

　　９日　古墳 K－1の掘削を終え、全景写真を撮影。遺跡遠景写真の空撮を行う。

　　11日　古墳K－2の掘削を終え、全景写真を撮影。　15日　竪穴住居跡H－2aから鉄滓や鍛造剥片が出土する。

　　16日　土坑 D－ 17・20 等、縄文時代の土坑群の調査を開始する。遺構平面測量を開始する。

　　20日　竪穴住居跡 H－2a で鍛冶炉を検出する。　21日　縄文時代のトンネル状遺構を検出した。

　　22日　調査区全景写真の空撮を行う。　23日　旧石器の確認調査を開始する。

　　29日　旧石器 3号トレンチから数点の剥片が出土する。

　　30日　現地調査を一旦終了し、旧石器の拡張調査について協議することとなる。

　10月

　　10日　旧石器 3号トレンチの拡張調査を開始する。
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　11月

　　６日　旧石器 3号トレンチを再度拡張し、調査を継続する。

　　20日　旧石器の環状ブロック群のプランが明瞭になる。

　12月

　　１日　旧石器時代研究者による現地見学。

　　５日　旧石器 3号トレンチの遺物出土状況の空撮を行う。

　　12日　旧石器 3号トレンチの拡張調査を終了する。　　

　　14日　都市施設課・文化財保護課と現地調査終了確認を行う。

　　15日　旧石器 3トレンチの埋戻しを行う。

　　16～ 22日　発掘調査の成果品作成を行う。

　（令和 2年度）

　令和 2年 6月～令和 3年 2月　遺物整理作業、報告書作成作業を行う。

第２図　グリッド設定図
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第Ⅲ章　遺跡の環境

第１節　地理的環境

　本遺跡が所在する藤岡市は、群馬県南部に位置し、市域の北半部が関東平野の北西端、南半部が関東山地の北

縁にあたる。また市域の北半部は河川に囲まれる形となっており、北側では烏川や鏑川が高崎市との市境をなし、

東側では、神流川が埼玉県との県境となっている。市域北半部の地形は、烏川・鏑川・神流川の各流域に沿って

広がる低地・微高地と、神流川と鮎川の間に発達した藤岡台地に分けられる。藤岡台地は、神流川と鮎川によっ

て形成された扇状地が開析され段丘化することで台地となったものである。さらに藤岡台地の西側では、鮎川や

鏑川によって発達した河岸段丘による地形が広がり、市域南半部を占める山地へと続いている。市域南半部では、

赤久縄山や西御荷鉾山、東御荷鉾山などの山々が連なり、起伏に富んだ地形をなしている。

　本遺跡は、鮎川左岸の河岸段丘に立地し、標高は約 107m を測る。河岸段丘は２段の段丘面からなり、上位段

丘は本遺跡の約 1.2 ㎞北東にある鏑川と鮎川の合流点付近から南西方向に発達し、高崎市吉井町の黒熊地域に続

いている。また、複数の小支谷に開析されており、本遺跡の南側には東西方向の谷が存在するほか、三ツ木東原

C 遺跡の調査で埋没谷の存在が明らかとなっている。一方で下位段丘は前述の合流点付近から両河川沿いに展開

する。さらに、本遺跡の約 400m 北東では鮎川とその支流である猿田川が合流し、猿田川流域には、上位段丘崖

第３図　周辺の地形
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に沿って狭い帯状の低地帯が形成されている。このうち本遺跡は、上位段丘面北側の縁辺付近に位置し、段丘面

の北側は下位段丘に至る段丘崖となっている。本遺跡の調査区は段丘面上の平坦面と北側へ下る傾斜地とで構成

されており、こうした地形の状況が各時代における遺構の分布に反映されている。

第２節　歴史的環境

本遺跡 ( 第 4 図 1) が立地する鮎川左岸における生活の営みは藤岡市内でも古くから始まり、旧石器時代から

その歴史を辿ることができる。本遺跡の調査では、主に旧石器時代から中世に至るまでの遺構が確認されており、

以下、周辺遺跡の調査を踏まえて各時代の状況を概観する。

旧石器時代の遺跡や遺物は、本遺跡が立地する鮎川左岸の段丘上で広く確認されており、白石北原遺跡 (9)

では AT 層下位の石器群が検出されている。同遺跡は、本遺跡の約 200 ｍ南に立地し、谷を挟んで北側に位置す

る本遺跡や三ツ木東原 C 遺跡 (2) の調査で確認された AT 層下位の石器群との関係が注目される。また、三ツ木

東原遺跡 (6)、白石中郷遺跡 (36)、上落合上野遺跡 (14)、緑埜上郷遺跡 (48)、竹沼遺跡 (52)、島遺跡 (53) で

当該期の石器が出土・採集されており、鮎川左岸における遺跡の分布状況を示している。このほか、藤岡台地中

央付近に位置する独立丘陵上では、藤岡北山遺跡 (66) で As-BP 層上位の石器と AT 層下位の石器群、藤岡北山 B

遺跡 (67) で AT 層上位～下位の石器群がそれぞれ調査されている。

縄文時代草創期や早期の遺跡は、遺物の出土を含めて例が少なく、本遺跡周辺では藤岡北山遺跡 (66) で早期

の撚糸文系土器、東原遺跡 (4) で早期の押型文土器が出土している。その後、前期になると、前時代から生活が

営まれた独立丘陵上や鮎川左岸の段丘上のほか、鮎川右岸の微高地や藤岡台地上でも集落が確認され、中期から

後期にかけてはさらに広がりをみせるようになる。前期の集落としては、白石根岸遺跡 (40)、滝下遺跡 (79)、

滝遺跡 (26)、猿田遺跡 (19) が挙げられ、藤岡北山 B 遺跡 (67) では後期までの継続性が認められる。中期の集

落としては、竹沼遺跡 (52)、西原遺跡 (102)、藤岡北山遺跡 (66) があり、さらに中期末葉から後期前葉にかけ

ては中大塚縄文時代敷石住居跡 (72)、白石大御堂遺跡 (39)、上落合上野遺跡 (14)、上栗須寺前遺跡群 (97)、藥

師裏遺跡 (103)、田端遺跡 (108) などで柄鏡形を含む敷石住居跡が検出されている。また本遺跡周辺では、白石

北原遺跡 (9) で部分的ではあるものの環状集落が確認されており、中期末葉から後期初頭のまとまった集落跡と

して把握される。後期から晩期は藤岡台地北端から低地にかけて立地する谷地遺跡や中栗須滝川Ⅱ遺跡で集落が

確認されているほか、鮎川左岸ではシモ田遺跡 (42) で土坑状の遺構が検出されている。

弥生時代の遺跡は、藤岡台地や河岸段丘周辺の低地や微高地に位置する傾向があるが、藤岡市内の調査例は

少ない。代表的な遺跡としては沖Ⅱ遺跡が挙げられ、再葬墓とみられる弥生時代初頭の土器埋設土坑群が検出さ

れている。また集落は、本遺跡周辺の上落合岡遺跡 (15) で中期を含む住居跡 2軒が、竹沼遺跡 (52) で後期の住

居跡 1 軒が報告されているが、その様相や分布の広がりは未だ明らかでない。このほか、白石大御堂遺跡 (39)

では、縄文時代晩期から弥生時代初頭にかけての土器が出土し、その中に群馬県内では類例が少ない遠賀川系の

壺形土器が含まれる点は特筆される。

藤岡市域における古墳時代前期の遺跡は、小規模かつ分散的な傾向があり、神流川左岸のほか、本遺跡周辺

では藤岡台地の縁辺部や鮎川左岸の微高地を中心に立地する。集落は、上落合岡遺跡 (15)、上落合岡 B遺跡 (16)、

上落合上野遺跡 (14)、竹沼遺跡 (52) で確認されているが、古墳に関しては例が少なく、藤岡市域で初めて造ら

れるようになるのは、4 世紀後半から末葉の三本木地域であるとされている。中期になると、集落は鮎川左岸の

段丘上にも広がりをみせるが、前期同様に数は少なく、その様相や周辺に存在する古墳との関係は明らかでな

い。上落合岡遺跡 (15) で前期からの継続性が認められるほか、滝遺跡 (26)、竹沼遺跡 (52)、緑埜水押遺跡 (45)、
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第４図　周辺の遺跡
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緑埜上郷遺跡 (48)、猿田遺跡 (19) でも調査されている。また当該期には、鮎川左岸や藤岡台地で古墳が造られ

るようになり、主要な古墳として、5 世紀前半では白石稲荷山古墳 (28) や十二天塚古墳 (29)、十二天塚北古墳

(30)、5 世紀後半では舟形石棺を有したとされる宗永寺裏東塚古墳 (11) が挙げられる。白石稲荷山古墳 (28) は、

東西２つの礫槨を主体部とする墳丘長 155m の前方後円墳（註１）であり、滑石製模造品や、仿製鏡、家形埴輪

などを特色とする豊富な遺物が出土した。また、5 世紀前半から 7 世紀末まで造営された白石古墳群 ( ア ) を構

成する首長墓として藤岡市域のみならず、利根川以西の西毛地域一帯で影響力を示したと考えられている。後期

になると、古墳や古墳群の数は著しく増加し、本遺跡が立地する鮎川左岸の段丘上では白石古墳群 (ア )や緑埜

古墳群 ( イ )、鮎川右岸では、鮎川古墳群 ( エ ) や東平井古墳群 ( ウ )、藤岡台地上では篠塚古墳群 ( オ ) や上

栗須古墳群 ( カ ) などが展開する。本遺跡が含まれる白石古墳群 ( ア ) では、6 世紀前半に首長墓として七輿山

古墳 (10) が出現するほか、６世紀後半には円頭大刀・単鳳環頭大刀を出土した平井地区 1 号古墳 (7) や、単龍

環頭大刀・金銅製馬具飾金具を出土した皇子塚古墳 (8) などが築造された。特に七輿山古墳 (10) は、三重の堀

を巡らせる墳丘長 150m の前方後円墳（註２）であり、古墳の墳形や円筒埴輪の特徴から、畿内地域との関係が

想定されている。一方で集落も、古墳群に対応して広がりをみせる。鮎川左岸では、上落合岡遺跡 (15) や上落

合上野遺跡 (14)、上落合岡 B 遺跡 (16)、緑埜上郷遺跡 (48)、竹沼遺跡 (52) で 10 軒～ 50 軒ほどのまとまった

集落が確認されている。また、白石古墳群中 (ア )に位置する本遺跡周辺の状況をみると、本遺跡や三ツ木東原

遺跡 (6)、三ツ木東原 C 遺跡 (2) で、後期古墳に隣接してほぼ同時期の集落が確認されている点が特徴として挙

げられる。これに対して鮎川右岸や藤岡台地上では、滝前遺跡 (74) や滝前 E 遺跡 (77)、原屋敷遺跡・原屋敷 B

遺跡 (86)、上栗須 A 遺跡 (96) などが当該期の集落として挙げられる。さらに、生産に関連する遺構として、竹

沼遺跡 (52) で滑石製品製作工房跡が複数検出されたほか、猿田川沿いの段丘斜面に位置する猿田Ⅱ遺跡 (20) で

6 世紀代を中心に操業した埴輪窯跡 4 基や灰原が調査され、周辺地域の古墳に埴輪を供給していたと推定されて

いる。

奈良・平安時代になると文献史料の側面からも、藤岡市域の歴史を知ることができる。平安時代の承平年間（931

年～ 937 年）に編さんされた『倭名類聚抄』によると、大化の改新（645 年）以降、律令制下の上野国では 14

の郡が存在したとされ、このうち藤岡市周辺は緑野郡に属する。「緑野」の名称については、『日本書紀』の安閑

天皇２年 (532 年 ) に緑野屯倉がおかれたという記録に見ることができ、緑野屯倉は、当時の社会において軍事

的・政治的拠点となっていたと考えられている。また、文献史料と考古資料を結びつけるものとして、本遺跡周

辺には上野三碑の 1つである山ノ上碑及び山ノ上古墳 (114) が存在し、律令制が施行された古墳時代終末期から

奈良時代における歴史の一端を今に伝えている。一方で考古資料にみる奈良・平安時代は、集落が古墳時代から

さらに増加の傾向を示し、鮎川及び鏑川の段丘上や河川沿いの微高地、藤岡台地で広く調査されている。とりわ

け顕著であるのが、現市街地周辺にあたる藤岡台地北側であり、上栗須遺跡 (95) や上栗須 A 遺跡 (96)、上栗須

寺前遺跡群 (97) の例が示すように、７世紀後半から奈良・平安時代にかけて集落の数が大きく増加する。また、

上栗須遺跡 (95) で富本銭が出土したほか、上栗須 A遺跡 (96) で倉庫群と想定される布掘りや溝を伴う掘立柱建

物跡群、中栗須邸前遺跡で布掘り総柱の掘立柱建物跡が検出され、この地域一帯が官衙的な性格を有していたと

想定されている（伊藤 2018、友廣 2020）。一方で、本遺跡が立地する鮎川左岸では、古墳時代後期と比べ集落の

規模が縮小する傾向がみられる。上落合岡遺跡 (15)、上落合上野遺跡 (14) で古墳時代から平安時代までの継続

性が認められ、上落合岡遺跡 (15) では、倉庫として機能したとみられる布掘りや溝を伴う掘立柱建物跡が検出

された点が藤岡台地北側の状況と対応する。また、東原遺跡 (4)、東原Ⅱ遺跡 (5)、緑埜押出シ B遺跡 (47) で平

安時代の集落が確認されている。このほか、鮎川右岸の稲荷屋敷遺跡 (81) で平安時代の集落が、鏑川左岸の山
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名柳沢遺跡 (112)、山名戸矢遺跡 (109)、山名原口Ⅰ遺跡 (110)、田端遺跡 (108) で奈良時代から平安時代の集

落がまとまった規模で検出されている。生産に関連するものとしては、上落合岡遺跡(15)や上落合岡B遺跡(16)、

稲荷屋敷遺跡 (81)、原屋敷遺跡・原屋敷 B 遺跡 (86) などで製鉄・鍛冶関連の遺構が検出されている。また、河

川沿いや藤岡台地北側の低地に位置する上落合岡 B遺跡（16）、猿田川水田址遺跡 (22)、緑埜地区水田址遺跡 (43)、

緑埜遺跡群 (44)、緑埜上郷遺跡 (48)、白石根岸遺跡 (40)、小野地区水田址遺跡 (106) などで平安時代の水田跡

が検出され、このうち緑埜地区水田址遺跡 (43)、緑埜遺跡群 (44) では水田跡と併存する形で平安時代の畠跡が

確認されている。さらに、古くから粘土の産地として知られる藤岡市域南部の山地や丘陵地帯では、下日野・金

井窯址群や竹沼窯址群などで須恵器や瓦の窯跡が調査されている。

　中世は、律令制の崩壊後、各地の荘園領主や有力豪族が武士団をつくり台頭した時代であり、その痕跡は城館

跡をはじめとして各所にみられる。藤岡市域の地方武士団では、鎌倉時代から室町時代にかけて高山氏とその分

流である小林氏が権勢を振った。その後、室町時代になると、藤岡市域には関東管領山内上杉氏の居城である平

井城がつくられ、動堂城 (I) や中大塚城 (G) をはじめとする多くの城館がその支堡であると想定されている。さ

らに発掘調査でも当該期の遺構が確認され、白石大御堂遺跡 (39) では臨池伽藍形式の中世寺院跡と園池遺構、

薬師原遺跡 (41) では円光寺に関連するとみられる掘立柱建物跡やピット列などが検出されている。また、上栗

須寺前遺跡群 (97)、本動堂屋敷前遺跡 (98)、原屋敷・原屋敷 B遺跡 (86) で方形区画の溝や柱穴などが確認され、

城館跡であると考えられている。

（註１）墳丘長は、早稲田大学東アジア都域・シルクロード考古学研究所 2019『地中レーダー探査による結果』

を出典とする。

（註２）墳丘長は、早稲田大学東アジア都域・シルクロード考古学研究所 2020『群馬県藤岡市七輿山古墳の測量・

GPR 調査』を出典とする。

第１表　周辺遺跡一覧表①

№ 遺跡名 主な時代・遺構・遺物 主な文献

1 三ツ木東原B遺跡
旧石器時代AT層下位の石器群（環状ブロック群）、縄文時代土坑・巣穴状遺構、古墳時代後期集落・
後期古墳、平安時代集落（鍛冶遺構) 本報告

2 三ツ木東原C遺跡 旧石器時代AT層序の石器群、縄文時代As-YP層下位の砕石集中・後期集落（柄鏡形敷石住居跡を含
む）、古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落・土坑列、中世溝(館の堀跡カ)、古代～中世隧道状遺構 藤岡市教育委員会2021『三ツ木東原C遺跡・上落合七輿遺跡』

3 上落合七輿遺跡 古墳時代後期集落、平安時代集落、平安時代～As-B以降水田跡、平安時代以前溝状遺構、近世以降溝
状遺構 藤岡市教育委員会2021『三ツ木東原C遺跡・上落合七輿遺跡』

4 東原遺跡 後期・終末期古墳、平安時代集落、縄文早期の押型文土器が出土 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

5 東原Ⅱ遺跡 奈良・平安時代集落、中世土坑 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

6 三ツ木東原遺跡 縄文時代中期以降土坑、古墳時代後期集落、後期～終末期古墳、旧石器時代As-BP層直上で台石出
土

群馬県藤岡市教育委員会2008『三ツ木東原遺跡』、藤岡市史
編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・中世』

7 平井地区1号古墳 6世紀後半の円墳。主体部は横穴式石室。単鳳環頭大刀・円頭大刀出土。 群馬県藤岡市教育委員会1993『平井地区1号古墳』、群馬県藤
岡市教育委員会2016『平井地区1号古墳』

8 皇子塚古墳 6世紀後半の円墳。主体部は複室構造の横穴式石室。単龍環頭大刀、金銅製馬具飾金具出土。 群馬県藤岡市教育委員会2015『皇子塚古墳』

9 白石北原遺跡 旧石器時代AT層下位の石器群、縄文時代中期末～後期初頭の環状集落（一部）・埋設土器・集石遺
構・遺物集中

群馬県藤岡市教育委員会2012『白石北原遺跡(旧石器時代
編)』、群馬県藤岡市教育委員会2015『白石北原遺跡(縄文時代
編１)』

10 七輿山古墳 6世紀前半の前方後円墳で白石古墳群七輿山支群の盟主的な古墳。三段築成で三重の堀を有する。
七条突帯の大型普通円筒埴輪が出土。

群埋文2010『七輿山古墳』、藤岡市史編さん委員会(編)1993
『藤岡市史資料編　原始・古代・中世』

11 宗永寺裏東塚古墳 5世紀後半～6世紀初頭の前方後円墳。主体部は舟形石棺と推定。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

12 伊勢塚古墳 7世紀前半の円墳。主体部は模様積の横穴式石室。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

13 鍋塚古墳 6世紀後半の円墳。主体部は横穴式石室と推定。白石古墳群猿田支群の盟主的な古墳。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

14 上落合上野遺跡 縄文時代中期・後期集落・配石遺構、弥生時代末～古墳時代前期・後期集落・掘立柱建物跡、奈良時代
集落・平安時代集落、旧石器時代細石刃石核削片・スクレイパー出土 群馬県藤岡市教育委員会2003『D49上落合上野遺跡』

15 上落合岡遺跡 弥生時代中期以降集落・竪穴状遺構、古墳時代前期・中期・後期集落・後期～終末期古墳、奈良・平安
時代集落・掘立・小鍛治遺構、As-B以前畠跡、As-B以降集石・溝状遺構、近世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2004『上落合岡遺跡《本文編》』

16 上落合岡B遺跡 古墳時代前期・後期集落、平安時代集落・鍛冶遺構・水田跡、近世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2001『上落合岡B遺跡』

17 上落合城山遺跡 古墳時代後期集落・後期古墳、中世井戸跡 群馬県藤岡市教育委員会2002『上落合城山遺跡・白石稲荷原
遺跡・猿田川水田址遺跡』
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№ 遺跡名 主な時代・遺構・遺物 主な文献

18 上落合猿田遺跡 後期古墳、平安時代溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1993『市内遺跡Ⅰ』

19 猿田遺跡 縄文時代前期～中期初頭集落・後期土坑、古墳時代中期集落・古墳 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

20 猿田Ⅱ遺跡 古墳時代後期埴輪窯跡・灰原・土坑群、前方後円墳周溝カ
杉山晋作・日高慎・志村哲・萩原禎・伝田郁夫・山田俊輔・今村
峯雄・辻誠一郎2004「猿田Ⅱ遺跡の調査」『国立歴史民俗博物
館研究報告』第120集 　国立歴史民俗博物館

21 猿田Ⅲ遺跡 古墳周溝、奈良時代以降溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会2014『年報(30)』

22 猿田川水田址遺跡 平安時代水田跡、古墳～平安時代溝状遺構、旧河川跡 群馬県藤岡市教育委員会2002『上落合城山遺跡・白石稲荷原
遺跡・猿田川水田址遺跡』

23 白石洞遺跡 古墳時代後期集落、Ａs-Ａ以降溝、土坑 群馬県藤岡市教育委員会2007『年報(23)』

24 白石稲荷原遺跡 平安時代溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2002『上落合城山遺跡・白石稲荷原
遺跡・猿田川水田址遺跡』

25 下郷古墳群A地点 後期～終末期古墳(市指定史跡堀越塚古墳を含む白石古墳群下郷支群の調査) 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

26 滝遺跡 縄文時代前期集落・竪穴状遺構、古墳時代中期・後期集落・後期古墳、平安時代溝状遺構、中近世溝状
遺構・井戸跡、近世屋敷跡 群馬県藤岡市教育委員会1999『F27滝遺跡』

27 滝B遺跡 中近世溝状遺構、土坑 群馬県藤岡市教育委員会2000『F27b滝B遺跡・F32白石前原
遺跡』

28 白石稲荷山古墳 5世紀前半の前方後円墳。三段築成で主体部には東西2つの礫槨を有する。家形埴輪、滑石製模造品、
小型の仿製鏡などが出土。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

29 十二天塚古墳 5世紀前半の長方形を呈する古墳。主体部は竪穴式の礫槨と推定。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

30 十二天塚北古墳 5世紀前半の方形を呈する古墳。主体部は竪穴式の礫槨と推定。紡錘車・勾玉・管玉・臼玉などが出
土。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

31 二子山古墳 6世紀後半の前方後円墳。主体部は横穴式石室。白石古墳群下郷支群の盟主的な古墳。頭椎大刀、方
頭大刀、刀装具、馬具、乳文鏡、渦文鏡などが出土。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

32 萩原塚古墳 6世紀後半と推定される前方後円墳。主体部は自然石乱石積の横穴式石室。白石古墳群下郷支群の
盟主的な古墳。銀製圭頭大刀、甲小札、銅製鈴が出土したと伝わる。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

33 喜蔵塚古墳 7世紀末葉の方墳と推定。主体部は截石切組積の横穴式石室。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

34 白石上郷遺跡 奈良時代集落、近世溝状遺構・土坑・柵列を伴う溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(1)』

35 白石上郷Ⅱ遺跡 ピット・土坑(屋敷跡の痕跡ヵ） 群馬県藤岡市教育委員会2005『年報(21)』

36 白石中郷遺跡 旧石器時代槍先形尖頭器が表採 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

37 白石前原遺跡 As-Ａ降下以前畠跡 群馬県藤岡市教育委員会2000『F27b滝B遺跡・F32白石前原
遺跡』

38 大御堂遺跡 縄文時代晩期埋設土器、As-B以降掘立柱建物跡・溝状遺構、As-A以降掘立柱建物跡 群馬県藤岡市教育委員会1987『F2緑埜地区遺跡群Ⅱ』

39 白石大御堂遺跡
縄文中期集落（柄鏡形敷石住居跡含む）、古墳時代後期集落・古墳周溝状遺構ヵ、平安時代集落、中世
寺院跡・園池遺構・土坑墓・火葬墓・配石墓、中近世道路跡(鎌倉街道ヵ)・掘立柱建物跡・館跡・溝状遺
構、近世畠、旧石器時代～縄文時代草創期の木葉形槍先形尖頭器・弥生時代初頭遠賀川系壺形土器

群埋文1991『白石大御堂遺跡』

40 白石根岸遺跡 縄文時代前期集落、奈良・平安時代集落・平安時代水田跡 群埋文1994『多比良平野遺跡・白石根岸遺跡』

41 薬師原遺跡 縄文中期～後期集落・埋設土器、古墳時代中期集落、後期古墳、中世掘立柱建物跡・ピット列・溝状遺
構(円光寺に関連ヵ）

群馬県藤岡市教育委員会1985『F9薬師原遺跡』、藤岡市史編
さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・中世』

42 シモ田遺跡 縄文時代晩期土坑状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

43 緑埜地区水田址遺
跡

平安時代水田跡・畝状遺構(畠跡)・溝状遺構、As-B以降溝状遺構・畝状遺構(畠跡)、As-A以降畝状遺構
(畠跡)・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1987『F2緑埜地区遺跡群Ⅱ』

44 緑埜遺跡群 平安時代水田跡・畠跡、As-B以降道路跡（鎌倉街道）・石敷遺構、As-A以前畠跡 群埋文1997『緑埜遺跡群・緑埜上郷遺跡・竹沼遺跡』

45 緑埜水押遺跡 古墳時代中期集落・溝状遺構、平安時代土坑 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

46 緑埜押出シ遺跡 縄文時代後期土坑、平安時代集落・掘立柱建物跡 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

47 緑埜押出シB遺跡 古墳時代後期集落、平安時代集落、中世集石墓 群馬県藤岡市教育委員会2001『F30緑埜押出シB遺跡』

48 緑埜上郷遺跡 古墳時代中期・後期集落、平安時代水田跡・溝状遺構、近世溝状遺構・屋敷跡、旧石器時代AT層序か
らリタッチドフレイクの剥片が出土

群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』、群埋
文1997『緑埜遺跡群・緑埜上郷遺跡・竹沼遺跡』

49 緑埜中郷遺跡 縄文時代中期埋設土坑 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

50 鍛冶谷戸遺跡 縄文時代後期土坑墓、配石墓 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

51 鍛冶谷戸B遺跡 古墳時代後期～平安時代集落・竪穴状遺構、古墳、中世集石墓・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

52 竹沼遺跡 縄文時代中期集落、弥生時代後期集落、古墳時代前期・中期・後期集落、奈良・平安時代集落、古墳時
代後期の滑石製品製作工房跡が検出、旧石器時代の掻器を含む石器が出土

群馬県藤岡市教育委員会1978『F1竹沼遺跡』、群埋文1997『緑
埜遺跡群・緑埜上郷遺跡・竹沼遺跡』

53 島遺跡 古墳時代後期集落・土坑、旧石器時代ナイフ形石器出土 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

54 中里遺跡 古墳時代末～奈良時代集落、平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

55 大工ケ谷戸遺跡 縄文時代前期・中期土坑・竪穴状遺構、古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

56 五領遺跡 縄文時代前期土器出土 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

57 西平井島遺跡 古墳時代後期集落、平安時代集落、中世竪穴状遺構・墓坑、中近世溝状遺構 群馬県教育委員会・群馬県藤岡市教育委員会1997『西平井島遺
跡・西平井天神遺跡・西平井八幡遺跡・竹沼窯址群切通シ窯址』

58 時沢遺跡 奈良時代溝状遺構、古墳時代土坑 群馬県藤岡市教育委員会2000『年報(15)』

59 鮎川藤ノ木遺跡 奈良・平安時代集落・溝状遺構、近世以降道路跡、漆紙文書付着の須恵器坏が出土 群埋文2007『上大塚南原遺跡・鮎川藤ノ木遺跡』

60 鮎川藤ノ木B遺跡 平安時代集落・竪穴状遺構、中世井戸跡・溝状遺構・畝状遺構・土坑（火葬跡）等 群馬県藤岡市教育委員会2009『年報(25)』

61 鮎川藤ノ木C遺跡 奈良時代集落、平安時代集落、As-B以降竪穴状遺構・溝状遺構・畝状遺構、中世墓地跡 群馬県藤岡市教育委員会2013『F44鮎川藤ノ木C遺跡』

第２表　周辺遺跡一覧表②
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第３表　周辺遺跡一覧表③

№ 遺跡名 主な時代・遺構・遺物 主な文献

62 上大塚南原遺跡 奈良・平安時代集落・竪穴状遺構・溝状遺構、近世以降畠跡、As-A災害復旧溝群 群埋文2007『上大塚南原遺跡・鮎川藤ノ木遺跡』

63 上大塚水押遺跡 As-B以前の水田跡ヵ、As-A以前の水田跡ヵ、溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2007『年報(23)』

64 上大塚駒形遺跡 近代以降溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2000『年報(15)』

65 出口遺跡 平安時代溝状遺構(旧河川跡ヵ)、土坑 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

66 藤岡北山遺跡 旧石器時代As-BP上層で単独石器・AT層下位の石器群、縄文中期集落・溝状遺構・後期集落、縄
文時代早期の撚糸文土器や弥生時代後期の磨製石鏃出土

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

67 藤岡北山B遺跡 旧石器時代AT層上位～下位の石器群、縄文時代前期集落・中期集落・後期集落・集石遺構、平安
時代集落(小鍛冶遺構）、近世墓坑 群馬県藤岡市教育委員会1995『藤岡北山B遺跡』

68 中大塚的場遺跡 中世以降ピット・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

69 中大塚遺跡 奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡、As-B以降道路跡・竪穴状遺構・溝状遺構・掘立柱建物跡 群埋文1989『上栗須遺跡・下大塚遺跡・中大塚遺跡《本文編》』

70 中大塚市海道遺跡 奈良・平安時代掘立柱建物跡、As-B以降道路跡、中世以降井戸跡 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

71 中大塚塚越遺跡 古墳周溝、古墳時代後期～平安時代集落・竪穴状遺構(鍛冶炉検出)、古墳時代～中世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

72 中大塚縄文時代敷
石住居跡 縄文中期集落、埋設土器 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・

中世』

73 中大塚宮西遺跡 古墳時代後期集落、中世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1998『年報(13)』

74 滝前遺跡 縄文早期～後期包含層、古墳時代中期方形周溝状遺構墓・後期集落、平安時代集落・掘立柱建物
跡・畠跡・竪穴状遺構・小鍛冶遺構検出

山武考古学研究所1988『群馬県藤岡市滝前・滝下遺跡発掘調査
報告書』

75 滝前C遺跡 古墳時代後期集落、平安時代以降畝状遺構(畠跡)、中世溝状遺構 群埋文1997『滝前C遺跡・稲荷屋敷遺跡』

76 滝前D遺跡 古墳時代溝状遺構、平安時代以降溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1999『D27滝下B遺跡・D35滝前D遺
跡・D34道下B遺跡』

77 滝前E遺跡 古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2000『年報(15)』

78 道下B遺跡 古墳時代後期～奈良時代祭祀遺構（土器集積）、奈良時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1999『D27滝下B遺跡・D35滝前D遺
跡・D34道下B遺跡』

79 滝下遺跡 縄文時代前期集落、古墳時代後期集落、中期古墳 山武考古学研究所1988『群馬県藤岡市滝前・滝下遺跡発掘調査
報告書』

80 滝下遺跡B遺跡 縄文時代前期土坑・中期集石土坑、古墳時代後期集落、平安時代以降溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1999『D27滝下B遺跡・D35滝前D遺
跡・D34道下B遺跡』

81 稲荷屋敷遺跡 縄文時代後期埋設土器、平安時代集落・製錬炉・鍛冶遺構・溝状遺構・掘立柱建物跡、As-B以降畝
状遺構、中世溝状遺構・井戸跡・土坑墓、近世溝状遺構・土坑墓、平安時代の溝より和鏡が出土 群埋文1997『滝前C遺跡・稲荷屋敷遺跡』

82 稲荷屋敷B遺跡 平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(10)』

83 稲荷屋敷C遺跡 縄文時代中期集落・土坑・埋設土器、平安時代集落・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(11)』

84 新堀遺跡 平安時代集落、溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1985『年報(1)』

85 新堀Ⅱ遺跡 奈良～平安時代溝状遺構(平安時代の遺物多量出土、用水路ヵ) 群馬県藤岡市教育委員会2019『年報(34)』

86 原屋敷遺跡・原屋敷
B遺跡

古墳時代後期集落、平安時代集落・製鉄炉を含む製鉄関連遺構、中世館跡に伴う一辺が約60mの
薬研状堀跡・火葬墓を含む墓坑

群馬県藤岡市教育委員会1994『市内遺跡Ⅱ』、群馬県藤岡市教
育委員会1995『年報(10)』

87 下大塚別所遺跡 縄文時代中期土坑、古墳時代溝状遺構、平安時代溝状遺構・旧河川跡 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

88 下大塚遺跡 奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡(布掘りを含む)・溝状遺構・井戸跡・土器集積遺構、溝状遺構か
ら重弧文宇瓦が出土

群埋文1989『上栗須遺跡・下大塚遺跡・中大塚遺跡《本文編》』、
藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

89 藤岡境遺跡 奈良時代集落、平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1985『年報(1)』

90 藤岡境B遺跡 平安時代集落・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

91 藤岡境C遺跡 奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2004『C47藤岡境C遺跡』

92 藤岡境D遺跡 奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

93 藤岡境Ⅲ遺跡 奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

94 岡の西遺跡 平安時代集落 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

95 上栗須遺跡 古墳時代中期方形周溝墓、中期・後期古墳、奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡・溝状遺構、As-B以
降溝状遺構、近世墓坑群、富本銭出土 群埋文1989『上栗須遺跡・下大塚遺跡・中大塚遺跡《本文編》』

96 上栗須A遺跡 古墳時代後期～平安時代末集落、古墳時代～中世掘立柱建物跡(奈良・平安時代の倉庫群と推定
される布掘りや溝を伴う掘立柱建物跡を含む)・竪穴状遺構・井戸跡・溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会2002『上栗須A遺跡』

97 上栗須寺前遺跡群 縄文時代中期～後期集落、古墳時代中期～後期古墳、奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡、As-B以
降水田カ、中世方形区画溝・柵列、密教法具の銅製火舎香炉出土

群埋文1992『上栗須寺前遺跡群Ⅰ』、群埋文1994『上栗須寺前遺
跡群Ⅱ』、群埋文1996『上栗須寺前遺跡群Ⅲ』

98 本動堂屋敷前遺跡 中世方形区画遺構(館跡と推定）・土坑墓、近世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

99 北原遺跡 奈良・平安時代集落 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

100 篠塚塚越遺跡 古墳時代後期集落・終末期古墳(篠塚古墳群に含む)、平安時代以降火葬墓・土坑墓・井戸跡・溝状
遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

101 下木戸遺跡 奈良時代集落、平安時代集落・掘立柱建物跡・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

102 西原遺跡 縄文時代中期集落・土坑、平安時代集落・溝状遺構 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

103 藥師裏遺跡 縄文時代前期土坑・後期集落(敷石住居跡含む）・配石遺構 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

104 藥師裏B遺跡 縄文時代前期～中期炉跡・土器集中・配石遺構・集石遺構 群馬県藤岡市教育委員会1992『C18藥師裏B遺跡・小野地区水
田址遺跡』

105 藥師裏D遺跡 縄文時代、古墳時代、平安時代の土坑・ピット(掘立柱建物跡含む) 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(10)』

106 小野地区水田址遺
跡 平安時代水田跡・畝状遺構・溝状遺構、As-B以降溝状遺構、近世以降溝状遺構・旧河川跡

群馬県藤岡市教育委員会1982『C4小野地区遺跡群発掘調査報
告書』、群馬県藤岡市教育委員会1992『C18藥師裏B遺跡・小野
地区水田址遺跡』
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第Ⅳ章　基本層序

　

　縄文時代以降の遺構はⅣ層上面で検出した。Ⅳ層以下は旧石器時代の調査で確認し、テフラ分析も行った。旧

石器時代の石器は、暗色帯と呼ばれるⅦ b層中から出土した（第 5図）。

Ⅰ層　公園造成土。

Ⅱ層　旧表土。浅間Ａ軽石（As-A、1783年降下）多量に含む。

Ⅲ層　黒褐色土。地点によって浅間Ｂ軽石（As-B、1108年降下）含む。

Ⅳ層　褐色ローム層。浅間黄色軽石（As-YP）をブロック状に含む。

Ⅴ層　黄褐色ローム層。Ⅴ a層に浅間大窪沢第１軽石（As-Ok1）を含む。

Ⅵ層　浅間黄色軽石群（As-BP グループ）。Ⅵ a 層は粒子が粗く、スコリアを含む。Ⅵ b 層は色調が暗く、暗黄

褐色となる。Ⅵ c層は浅間室田軽石（As-MP）に相当する。

Ⅶ層　暗茶褐色粘土層。チャートの小礫を多く包含する。上部のⅦ a 層に姶良 Tn 火山灰（AT）を含む。Ⅶ b 層

は灰白色土のクラックが多数入り、周囲は鉄分の凝集が顕著である。Ⅶ b層から旧石器時代の石器が出土。

Ⅷ層　灰白色ないし青灰色の粘土層。Ⅷa層では拳大、Ⅷb層では粗砂と人頭大の亜円礫を多く含む。礫はチャー

ト、安山岩、片岩などがある。

第４表　周辺遺跡一覧表④

№ 遺跡名 主な時代・遺構・遺物 主な文献

107 中Ⅰ遺跡 平安時代溝状遺構(遺物多量出土、自然流路ヵ)等 群埋文1983『森遺跡・中Ⅰ遺跡・中Ⅱ遺跡』

108 田端遺跡
縄文時代後期集落(敷石住居跡）、古墳時代後期中心の集落・掘立柱建物跡・集石遺構、奈良時代掘立
柱建物跡・洪水層下水田跡、奈良・平安時代集落・集石遺構・製鉄関連遺構・溝状遺構、平安時代の住
居跡から瓦が多く出土

群埋文1988『田端遺跡』

109 山名戸矢遺跡 縄文時代後期集落、古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落(灰釉陶器多量・緑釉陶器出土)、中世集石
遺構・溝状遺構、近世～近代溝状遺構 高崎市遺跡調査会1993『山名戸矢遺跡』

110 山名原口Ⅰ遺跡 後期古墳、奈良・平安時代集落、中世竪穴状遺構、As-A以前畠跡 群馬県高崎市教育委員会1990『山名原口Ⅰ遺跡』

111 山名原口2遺跡 後期古墳 高崎市教育委員会1991『山名原口2遺跡』

112 山名柳沢遺跡 縄文前期集落、終末期古墳、平安時代集落、中世溝と堀で囲まれた郭(館跡)・掘立柱建物跡、近世土坑
墓 高崎市遺跡調査会1998『山名柳沢遺跡』

113 山名伊勢塚古墳 6世紀後半の前方後円墳。主体部は横穴式石室。山名古墳群の盟主的な古墳。胴丸式桂甲や馬具類が
出土した。 専修大学文学部考古学研究室2008『山名伊勢塚古墳』

114 山ノ上古墳 7世紀中頃の円墳。主体部は横穴式石室。被葬者の墓碑として681年に山ノ上碑が建てられた。 高崎市編さん委員会(編)2003『新編高崎市史　通史編1原始
古代』

ア 白石古墳群 鮎川左岸・鏑川右岸段丘上に立地する5世紀前半から7世紀末の古墳群。七輿山支群・猿田支群・稲荷
山支群・下郷支群に分けられる。6基の前方後円墳を含む264基の古墳で構成され、80基ほど現存。

藤岡市史編さん委員会(編)2000『藤岡市史通史編　原始・古
代・中世』

イ 緑埜古墳群 鮎川左岸に立地する6世紀～7世紀代の古墳群。1基の前方後円墳を含む27基の古墳で構成され、2～
3基が現存。

ウ 東平井古墳群 鮎川右岸に立地する6世紀中葉から7世紀後半の古墳群。368基の古墳で構成され、150基ほどが現
存。

エ 鮎川古墳群 鮎川右岸に立地する6世紀～7世紀代の古墳群。1～数基が現存。
オ 篠塚古墳群 藤岡台地に立地する古墳群で、7世紀代と推定。13基の古墳で構成されるが、ほとんど現存しない。

カ 上栗須古墳群 藤岡台地に立地する5世紀後半～6世紀代の古墳群。ほとんど現存しないが、発掘調査にて計14基が
確認される。

キ 山名古墳群 鏑川左岸段丘上に立地する6世紀前半～7世紀前半の古墳群。山名伊勢塚古墳を盟主墳とする60基
前後の古墳で構成される。

高崎市教育委員会2008『山名古墳群』、専修大学文学部考古
学研究室2008『山名伊勢塚古墳』

A 落合の砦 一辺70mほどの方形の砦跡。平井城の支堡と推定。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』B 岡の砦 一辺80mの方形の砦跡。平井城の支堡と推定。

C 三ツ木城 南北150m、東西175mの城域を測り、本丸(東西70m、南北60mほどの規模)と二の丸を有する。平井城
の支堡と推定。

D 白石の砦 一辺75mの単郭堡だが、現存しない。平井城の支堡と推定。

E 鮎川城 東西250m、南北200mほどの城域の中心部に東西90m、南北70mの本郭を有する。平井上杉氏の家臣
である小林氏の居城と推定。

F 上大塚の砦 一辺75mの単郭堡で、平井城の支堡と推定。

G 中大塚城 南北220m、東西230mほどを城域とする複郭形式。高山氏の分流である小林氏の居城。平井城の支堡
と推定。

H 下大塚館 南北80m、東西40mの規模を有し、堀が残存する。
I 動堂城 長さ250m四方の範囲に、本丸(東西100m、南北80mの規模)と二の丸から成る。平井城の支堡と推定。
J 篠塚館 30m×50mほどの規模と考えられており、土居のみが残存する。
K 中城 東西170m、南北270mほどが城域とされる。平井城の支堡と推定。
Ｌ 森西館 館域が東西160m、南北180mで、中心に内郭を有する。小林氏に関係するとされる。
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※等高線は縄文時代以降の遺構面（Ⅳ層）のもの

第Ⅴ章　旧石器時代

第１節　石器集中地点

　Ⅳ層上面における縄文時代以降の調査終了にあわせて、旧石器の試掘調査を実施した。試掘調査は、調査区の

中央北寄りで、北東に向けて緩やかに下る斜面地に１～３号住居跡トレンチを設定した。いわゆる暗色帯と呼ば

れるⅦ b層まで人力で掘削したところ、１・２号トレンチで石器は出土しなかったが、３号トレンチではⅦ b層

から石器数点を検出した。その後、石器の広がりを追いながら３号トレンチを拡張し、結果的に東西 20 ｍ、南

北 6ｍの範囲まで広げ、石器集中地点を確認した（第 6図）。

　石器集中地点から出土した石器は、出土地点を記録した 749 点と出土位置不明のナイフ形石器 1点の計 750 点

である。３号トレンチ内のⅦ b層は北と東の二方向に向けて緩やかに下り、東側が比較的傾斜が強い（第 7図）。

周囲は特に北から東にかけて眺望が良く、赤城山南麓が間近に見渡せる立地である。石器の平面分布には粗密が

あり、大小 10 箇所のブロックが確認された（第 8 図）。ブロック群は環状に分布し、9・10 ブロックを中心とし

て南側調査区外へ広がると考えられる。その規模は、1 ブロックを含めると直径約 16 ｍとなる。1・8 ブロック

を除き、各ブロック間での石器の接合関係もみられ、一定の時間を共有した環状ブロック群であると考えられる。

石器の垂直分布は、融凍攪拌作用や斜面地の影響で高低差が顕著であるが、概ねⅦ b層内に収まっている。

　各ブロック出土石器の器種と石材の組成は第 5・6 表に示した。器種は、剥片とチップが 89.5％を占め、ほか

にナイフ形石器 2点、台形様石器 16 点、石核 28 点、敲石 6点、台石 5点などがある。なお本報告では、ペン先

形ナイフ形石器を台形様石器に含めて分類している。主要な石材は 84.3％を占める黒色安山岩で、黒色頁岩が

第６図　旧石器調査トレンチ位置図
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第７図　旧石器調査トレンチ断面図

第８図　旧石器ブロック位置図

10.5％である。チャートは 2％以下、黒曜石はわずかに 1点の出土である。

1 ブロック（第 13 図）

　ブロック群の北西、やや外側に位置する。石器の総数は 7点で、径約 1.5 ｍの円形内に散漫な分布を示してい

る。7 点のうち 6 点をチャートが占め、残りは黒色安山岩である。分布の中心から西寄りに石核が 2 点出土し、

3点の剥片とともに接合した（55：接合資料 22）。石核素材から剥片剥離をするが、二次加工までは行っておらず、
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第 10 図　３号トレンチ石器集中地点ブロック配置図（器種別）
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第 11 図　３号トレンチ石器集中地点ブロック配置図（石材別）
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ブロック 平均値
ナイフ形

石器
台形様石器 石核 残核 砕片 剥片

二次加工
剥片

削器 石刃 敲石 台石

長さ

幅

厚さ

重量
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幅
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第７表　ブロック別器種法量（平均値）

第８表　石材別石器組成表

ナイフ形
石器

台形様石器 石核 残核 砕片 剥片
二次加工

剥片
削器 石刃 敲石 台石

その他

その他
全体

％石材 合計

器　種

第９表　石材別礫面の保有率

－ － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

ブロック外 － － － － － －

全体 － － －

ブロック
礫面保有率（素材のみ）
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第 13 図　1ブロック遺物分布図

器種別 石材別

第 14 図　2ブロック遺物分布図

器種別 ( ドットはすべて黒色安山岩 )
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1/1

1（712）
BAn

チップは出土していない。敲石・台石も出土していない。剥片の平均値は長さ 57.0 ㎜、幅 43.5 ㎜、厚さ 15.0 ㎜、

重量 37.1g で、黒色安山岩を主体とする他のブロックより大きい傾向にある。

2 ブロック（第 14・15 図、PL.30）

　ブロック群の西寄りに位置する。石器の総数は 31 点である。分布は、推定径 3.8 ｍの円形範囲内の中心にや

や集中するが、全体的には散漫である。石材は 96％以上が黒色安山岩である。器種は剥片・チップが約 60％を

占め、ほかに台形様石器の基部（1）、12 点が接合した 34（接合資料 1）中の石核 1点を含む 4点が出土している。

上半を欠く台形様石器（1）の基部は調整加工されて尖る。2 ブロックの接合資料 1 は 3・10 ブロックと接合関

係がある。敲石・台石は出土していない。剥片の平均値は長さ 28.1 ㎜、幅 28.0 ㎜、厚さ 10.1 ㎜、重量 10.8g

である。

3 ブロック（第 16 ～ 18 図、PL.30・34）

　ブロック群の北西寄りに位置する。石器の総数は 165 点で、7ブロックに次いで数が多い。分布は南北 3.5 ｍ、

東西 3.0 ｍの長円形の範囲内で、中央にある台石の周囲を取り巻くように集中する。安山岩の敲石・台石を除き、

98％以上が黒色安山岩である。黒色安山岩の礫面保有率は 4.3％で、全ブロックで最も低い。黒色頁岩は出土し

ていない。器種は剥片・チップが約85％を占め、チップの出土点数はブロックのなかで最多となる。石核が3点（接

合資料 1・15・20）あるほか、二側縁加工を施した切出形のナイフ形石器 1 点（2）、台形様石器 5 点（3 ～ 6、

45 の 566）が出土した。台形様石器は二側縁加工で尖基の 5を除き、平基である。接合資料は 34・35・39・45・

46・48・53 があり、2・4ブロックと接合関係がある。他には、安山岩の敲石（8）、裏面に線状の擦痕がある台石（9）

が出土した。剥片の平均値は長さ 23.6 ㎜、幅 27.6 ㎜、厚さ 7.5 ㎜、重量 6.3g で、やや幅広の剥片である。

4 ブロック（第 19・20 図、PL.31）

　ブロック群の北西寄りで、2・3ブロックに隣接した小規模なブロックである。石器の総数は 40 点で、直径 2.0

～ 2.5 ｍの円形の範囲内に散漫な分布を示している。黒色安山岩が 95％近くを占めるほか、数が少ないチャー

トのチップが 1 点出土している。黒色安山岩の礫面保有率は 5.4％で、3 ブロックと同様に低い。黒色頁岩は出

土していない。器種は剥片・チップが 71％を占め、ほかに台形様石器 4点（10 ～ 12、45 の 527）、石刃 1点（13）、

石核 1点、34（接合資料 1）の剥片 1点（433）が出土した。台形様石器は 11・45 が平基、10・12 は基部の良側

第 15 図　2ブロック出土石器実測図
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第 18 図　3ブロック出土石器実測図②

縁を加工して尖基とする。総点数は少ないが、ツール類の比率が他のブロックより高い。4ブロックの 34（接合

資料 1）は 3ブロックと接合関係がある。ほかに黒色安山岩の敲石 1点（14）があるが、台石は出土していない。

剥片の平均値は長さ 24.8 ㎜、幅 25.5 ㎜、厚さ 8.1 ㎜、重量 6.1g である。

5 ブロック（第 21・22 図、PL.32・34）

　ブロック群の北西寄りで、3 ブロックに隣接する。石器の総数は 152 点である。3.3 ｍ× 2.8 ｍ程度の長円形

と推定され、北西寄りにある台石から南東側に分布の中心がある。台石の北側は散漫な分布である。黒色安山

岩が 96％以上を占め、黒色頁岩は出土していない。また本遺跡で唯一の黒曜石がチップで確認される。黒色安

山岩の礫面保有率は 7.5％である。器種は剥片・チップが 90％近くを占め、ほかに台形様石器 3 点（15 ～ 17）、

石核 3 点が出土した。15 は側縁を抉り込むように加工して基部を作出する。平基となる基部には原礫面が残る。

16・17 は二側縁を加工して尖基とする。38・51・52・54 が接合資料で、38・43 で 9 ブロックとの接合関係がある。

ほかに安山岩の台石（18）があるが、敲石は出土していない。19 は表面の摩滅が顕著で、動物が飲み込んだ胃

石の可能性がある。剥片の平均値は長さ 25.2 ㎜、幅 27.7 ㎜、厚さ 8.7 ㎜、重量 7.4g で、やや幅広の剥片である。
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第 24 図　6ブロック出土石器実測図

6 ブロック（第 23・24 図、PL.32・34）

　ブロック群の北寄りにある小規模なブロックで、5・7 ブロックの間に位置する。石器の総数は 33 点である。

2.0 ｍ× 1.8 ｍの長円形の範囲内に散漫な分布を示し、とくに北側は後世の風倒木痕により石器が少ない。石材

の 97％を黒色安山岩が占め、黒色頁岩は出土していない。黒色安山岩の礫面保有率は 15.6％で、3 ～ 5 ブロッ

クの 2～ 3倍あり、2ブロックに近い。器種は剥片・チップが 79％近くを占め、ほかに二次加工のある剥片 1点

（20）、石核 5 点（21 ほか）がある。20 は逆三角形の剥片の一側縁に調整を施すもので、台形様石器の可能性も

ある。37・41・49 は接合資料で、7・9 ブロックと接合関係がある。ほかには砂岩の台石（22）があり、破砕さ

れている。敲石は出土していない。剥片の平均値は長さ 26.7 ㎜、幅 29.2 ㎜、厚さ 9.3 ㎜、重量 7.1g で、やや

幅広の剥片である。
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第 25 図　7ブロック遺物分布図①

7 ブロック（第 25 ～ 29 図、PL.33・34）

　ブロック群の北東寄りに位置する。石器の総数は 173 点で、全ブロックで最多である。推定径 5.0 ｍ× 4.5 ｍ

の円形の範囲内で、中央より西側にやや集中する分布がみられる。石材の主体は 68％を占める黒色安山岩であ

るが、黒色頁岩も 28％ある。礫面保有率は黒色安山岩が 16.9％、黒色頁岩が 4.1％である。器種は剥片・チッ

プが 84％を占め、ほかに二次加工のある剥片 3 点（23・25：黒色安山岩、24：黒色頁岩）、削器の可能性がある

黒色安山岩の剥片がある。23 は一側縁に加工のある剥片で、台形様石器の可能性もある。石核は接合資料を含

む 6 点があり、全て黒色安山岩である。36・37・38・40・42・43・44・48・50 は接合資料で、6・9 ブロックと

接合関係がある。敲石は出土せず、台石は安山岩の29と硬質泥岩の30が出土した。剥片の平均値は長さ29.5㎜、

幅 30.3 ㎜、厚さ 11.2 ㎜、重量 12.0g である。

器種別
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第 30 図　8ブロック遺物分布図

8 ブロック（第 30・31 図、PL.34）

　ブロック群の東よりに位置し、他のブロックとの間に空白域がある。石器の総数は 13 点と少なく、直径 3.0

ｍの円形の中に散漫に分布する。石材は黒色安山岩・黒色頁岩ともに 30.8％を占める。礫面の保有率は黒色安

山岩が 25％、黒色頁岩が 0.0％である。器種は剥片・チップが 61％を占め、ほかに原礫面を残す黒色安山岩の

石核 1点（31）がある。台石は出土せず、砂岩の敲石が 1点ある。接合資料はない。剥片の平均値は長さ 30.2 ㎜、

幅 32.8 ㎜、厚さ 12.0 ㎜、重量 10.2g である。

器種別

石材別
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9 ブロック（第 32・33 図、PL.34）

　ブロック群の中央付近に位置し、多くのブロックと接している。石器の総数は 76 点で、直径 5.0 ｍの円形の

範囲内に、やや散漫に分布する。ブロック南側にある集中部分は 10 ブロックとして扱った。石材は黒色安山岩

が 73％、黒色頁岩が 22％である。礫面の保有率は黒色安山岩が 25％、黒色頁岩が 11％で、他のブロックよりや

や高い比率である。器種は剥片・チップが 84％を占め、ほかに台形様石器（32、38 の 310）、二次加工のある剥

片 1 点、接合資料中に石核 2 点（38 の 403、49 の 412）がある。32 は二側縁を加工した平基となる台形様石器

である。34・37・38・44・47・49・50・52 が接合資料で、2・5・6・7・10 ブロックと接合関係がある。台形様

石器（310）は 38（接合資料 5）に含まれる。台石は出土せず、砂岩の敲石 2 点（33 ほか）出土した。剥片の平

均値は長さ 28.8 ㎜、幅 29.3 ㎜、厚さ 9.6 ㎜、重量 10.7g である。

10 ブロック（第 34 図）

　ブロック群の中央で、9 ブロックに重なる位置にある。石器の総数は 14 点で、直径 1.8 ｍの円形の範囲内に

集中して分布する。石材は黒色安山岩が 71％、黒色頁岩が 21％である。礫面の保有率は黒色安山岩が 20％、黒

色頁岩が 0％である。器種は剥片・チップが 33％あり、ほかに接合資料の中に黒色安山岩の石核 2 点（34 の

291、44 の 293）がある。敲石・台石は出土していない。34・36・44 が接合資料で、9ブロックと接合関係がある。

剥片の平均値は長さ 28.7 ㎜、幅 35.8 ㎜、厚さ 8.8 ㎜、重量 8.4g である。
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母岩分類

　本遺跡で石器素材となる石質には黒色安山岩（黒色ガラス質安山岩）、黒色頁岩、チャート、黒曜石、碧玉系

石材があるが、出土石器の主要な石器石材は黒色安山岩と黒色頁岩で占められている。母岩別分類にあたっては、

黒色安山岩を中心に行い、剥離面の特徴で分類を行っている。黒色安山岩は計 632 点出土し、うち 443 点が結果

的に 7母岩に分類されたが、これは石材の特徴で分類したもので、個体数と同じではないので注意が必要である

また、接合と礫形状が看取できたものは少ない。母岩サイズは、接合資料 1・11 の状況では河川転石状の角が丸

い拳大の 15 ㎝前後のものと考えられる。BAn5・BAn7 は大型素材を分割剥離したものである。チャートは 14 点

中の 5点で 1種類の母岩を確認した。

　黒色安山岩

　BAn1　ごま塩状。104 点を確認した。ナイフ形石器（2）、台形様石器（1・4・6・16・32・56）、34 ～ 39（接

合資料 1～ 6）が含まれる。1・8ブロックを除いたブロックで出土し、石核は 2・3・9・10 ブロックで確認された。

　BAn2　白青色。68 点を確認した。石核（27）、40 ～ 44（接合資料 7～ 11）が含まれる。4・5・6・7・9・10 ブロッ

クで出土し、石核は 4・6・7・10 ブロックで確認された。

　BAn3　縞状。93 点を確認した。51 ～ 54（接合資料 18 ～ 21）が含まれる。1・8 ブロックを除いたブロックで

出土し、石核は 3・5ブロックで確認された。

　BAn4　暗灰色、白点が少し入る。7 点を確認した。台形様石器（5・12・15・17）、二次加工のある剥片（20・

23）、石核（31）が含まれる。接合資料はなく、剥片・チップも伴わないことから、他の遺跡から製品として一

括で搬入されたと考えられる。3～ 8ブロックに散在する。

　BAn5　青みがかる。3点を確認した。9ブロックで剥片が確認された。

　BAn6　灰色、白点が少し入る。最も点数が多い 124 点を確認した。石核（21）、45 ～ 50（接合資料 12 ～ 17）

が含まれる。1・8ブロックを除いたブロックで出土し、石核は 3・6・7・9ブロックで確認された。

　BAn7　灰色、白点が少し入る。44 点を確認した。1・8ブロックを除いたブロックで出土し、6ブロックで石核、

9ブロックで二次加工のある剥片が確認された。

　チャート

　Ch1　1ブロック内の 55（接合資料 22）が相当し、石核や剥片 5点がある。

接合資料

　22 個体の接合資料が確認され、接合資料 1～ 21 が黒色安山岩、接合資料 22 がチャートである。

　接合資料 1（34）（第 35 ～ 38 図、PL.35 ～ 37）

　母岩 BAn1。石核（残核）4点、剥片 8点の計 12 点の接合である。残存値は長さ 9.75 ㎝、幅 9.73 ㎝、厚さ 4.39 ㎝、

重量 308.4g である。4点に礫面が残る。石核調整剥片が含まれる。2・3・4・9・10 ブロックで接合関係があるが、

2ブロックを基点に、3・4ブロックと 9・10 ブロックの二方向に分かれて接合する。接合の最大距離は 5.9 ｍある。

　接合資料 2（35）（第 39・40 図、PL.37）

　母岩 BAn1。剥片 2 点の接合である。残存値は長さ 4.20 ㎝、幅 6.46 ㎝、厚さ 1.18 ㎝、重量 41.2g である。礫

面は残らない。3ブロック内で約 1.0 ｍの距離で接合した。

　接合資料 3（36）（第 41・42 図、PL.38）

　母岩 BAn1。7ブロックと10ブロックの剥片が3.6ｍの距離で接合したもの。残存値は長さ5.23㎝、幅 3.91㎝、

厚さ 1.60 ㎝、重量 43.1g である。7ブロックの剥片（219）に礫面が残る。
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第 38 図　接合資料 1実測図③



- 48 -

35（接合資料 2）　

BAn　

0 5cm

2/3

C13

606

635

635 606

35

0

1/60

2m

3

C14 C15

D15D14

219

270

219

270

36

0

1/60

2m

10

9

7

第 39 図　接合資料 2遺物分布図
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第 45 図　接合資料 5遺物分布図

　接合資料 4（37）（第 43・44 図、PL.38・39）

　母岩 BAn1。剥片 3 点が接合したもの。残存値は長さ 5.71 ㎝、幅 7.43 ㎝、厚さ 2.42 ㎝、重量 79.6g である。

礫面の残る 9ブロックの石核調整剥片（7）が 6・7ブロックの剥片と接合した。接合の距離は 1.7 ～ 2.1 ｍ。

　接合資料 5（38）（第 45 ～ 47 図、PL.39・40）

　母岩 BAn1。台形様石器 1点（310）、石核 1点（403）、剥片 8点の計 10 点の接合である。残存値は長さ 12.30 ㎝、

幅 7.14 ㎝、厚さ 3.92 ㎝、重量 217.4g である。台形様石器・礫面を残す石核・石核調整剥片を含む 6点が 9ブロッ

クの北西側の径 1.2 ｍの範囲にまとまり、9ブロックを基点に 5・7ブロックの剥片が接合した。台形様石器（31）

は二側縁を加工した尖基となるものである。接合の最大距離は 5.1 ｍである。剥片 8点中 3点に礫面が残る。

　接合資料 6（39）（第 48・49 図、PL.41）

　母岩 BAn1。3 ブロック内のチップ 2点と近接するブロック外のチップの計 1点の計 3点が接合した。残存値は

長さ 3.31 ㎝、幅 3.13 ㎝、厚さ 0.56 ㎝、重量 5.8g である。接合の最大距離は 2.0 ｍである。

　接合資料 7（40）（第 50・51 図、PL.41）

　母岩 BAn2。破砕した残核 2点（74・340）が 7ブロック内で接合したものである。残存値は長さ 7.62 ㎝、幅 4.09

㎝、厚さ 3.88 ㎝、重量 109.7g である。2点とも礫面を残す。接合した距離は 1.6 ｍである。付近には台石（845）

がある。
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　接合資料 8（41）（第 52 ～ 54 図、PL.42）

　母岩 BAn2。6 ブロック内で近接して出土した石核 2点（317・318）が接合したもの。同所で割れてしまった石

核と判断される。残存値は長さ 7.77 ㎝、幅 11.40 ㎝、厚さ 3.36 ㎝、重量 187.3g である。2点とも礫面はもたない。

　接合資料 9（42）（第 55・56 図、PL.43）

　母岩 BAn2。7 ブロック内で剥片 2点が接合したものである。残存値は長さ 5.17 ㎝、幅 4.31 ㎝、厚さ 1.60 ㎝、

重量 26.8g である。2点とも礫面をもたない。接合した距離は 1.6 ｍである。
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第 53 図　接合資料 8遺物分布図

第 54 図　接合資料 8実測図②
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第 60 図　接合資料 10 実測図③

第 59 図　接合資料 10 遺物分布図

　接合資料 10（43）（第 57 ～ 60 図、PL.44 ～ 46）

　母岩 BAn2。7 ブロック内の石核 1点（763）、破砕した剥片 1点の計 2点の接合である。残存値は長さ 8.14 ㎝、

幅 9.41 ㎝、厚さ 4.50 ㎝、重量 355.0g である。2点とも礫面をもたない。接合した距離は 16 ㎝で近接する。

　接合資料 11（44）（第 61 ～ 64 図、PL.47・48）

　母岩BAn2。石核（残核）1点、石核調整剥片を含む剥片8点の計9点の接合である。残存値は長さ9.21㎝、幅9.87

㎝、厚さ 6.63 ㎝、重量 338.2g である。7・9・10 ブロックからの出土である。10 ブロックの残核（293）と接合

する剥片が 9 ブロックにあり、残りはその剥片と接合する 7 ブロックの剥片である。7 ブロックの剥片 1 点に礫

面が残る。接合の最大距離は 4.1 ｍである。
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第 64 図　接合資料 11 実測図③

第 63 図　接合資料 11 遺物分布図
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第 65 図　接合資料 12 遺物分布図

第 66 図　接合資料 12 実測図

　接合資料 12（45）（第 65・66 図、PL.43）

　母岩BAn6。台形様石器が3・4ブロックの間で接合したものである。残存値は長さ3.34㎝、幅 2.25㎝、厚さ0.70

㎝、重量 6.0g である。接合した距離は 2.3 ｍである。

　接合資料 13（46）（第 67・68 図、PL.43）

　母岩 BAn6。3 ブロック内の剥片 2 点とブロック外（1・3 ブロック間）の剥片 1 点が接合したものである。残

存値は長さ 4.34 ㎝、幅 3.41 ㎝、厚さ 0.62 ㎝、重量 9.4g である。ブロック外の剥片に礫面が残る。接合した距

離は 92 ㎝である。

　接合資料 14（47）（第 69・70 図、PL.43）

　母岩 BAn6。9 ブロック内の剥片 2点が接合したものである。残存値は長さ 7.33 ㎝、幅 5.97 ㎝、厚さ 1.42 ㎝、

重量 55.0g である。2点とも礫面をもたない。接合した距離は 1.2 ｍである。
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第 68 図　接合資料 13 実測図

第 67 図　接合資料 13 遺物分布図

第 69 図　接合資料 14 遺物分布図
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第 70 図　接合資料 14 実測図

　接合資料 15（48）（第 71・72 図、PL.49）

　母岩 BAn6。石核（残核）1点、剥片 2点の計 3点の接合である。残存値は長さ 8.48 ㎝、幅 11.01 ㎝、厚さ 2.82 ㎝、

重量 197.3g である。礫面の残る残核（790）が 3 ブロックにあり、7 ブロックの礫面のある剥片と接合し、それ

が 3ブロックの剥片と接合した。接合の最大距離は 5.9 ｍである。

　接合資料 16（49）（第 73 ～ 75 図、PL.50）

　母岩 BAn6。石核（残核）1点、剥片 2点の 3点の接合である。残存値は長さ 5.33 ㎝、幅 6.06 ㎝、厚さ 2.75 ㎝、

重量 115.6g である。礫面をもつ残核（412）が 9 ブロックにあり、それと接合する剥片が 6・9 ブロックから出

土した。剥片 2点も礫面を残す。接合の最大距離は 2.5 ｍである。

第 71 図　接合資料 15 遺物分布図
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第 72 図　接合資料 15 実測図
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第 73 図　接合資料 16 遺物分布図

第 74 図　接合資料 16 実測図①
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第 75 図　接合資料 16 実測図②

　接合資料 17（50）（第 76 ～ 78 図、PL.51）

　母岩 BAn6。石核 1 点、剥片 2 点の計 3 点の接合である。残存値は長さ 8.27 ㎝、幅 6.76 ㎝、厚さ 4.28 ㎝、重

量 256.7g である。礫面をもつ石核（143）が 7 ブロックにあり、それと接合する石核調整剥片が 7・9 ブロック

から出土した。剥片 2点も礫面を残す。接合の最大距離は 2.5 ｍである。

　接合資料 18（51）（（第 79・80 図、PL.52）

　母岩 BAn3。5 ブロック内で石核（残核）1点とチップ 1点が接合したものである。残存値は長さ 4.80 ㎝、幅 4.77

㎝、厚さ 4.79 ㎝、重量 80.3g である。接合した距離は 1.9 ｍである。

　接合資料 19（52）（第 81・82 図、PL.46）

　母岩 BAn3。5・9 ブロックの剥片 1点ずつが接合したものである。残存値は長さ 4.88 ㎝、幅 3.25 ㎝、厚さ 4.86

㎝、重量 32.4g である。2点とも礫面をもたない。接合した距離は 3.1 ｍである。
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第 77 図　接合資料 17 実測図①

第 76 図　接合資料 17 遺物分布図
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第 78 図　接合資料 17 実測図②

第 79 図　接合資料 18 遺物分布図
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第 80 図　接合資料 18 実測図
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第 81 図　接合資料 19 遺物分布図

第 82 図　接合資料 19 実測図
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　接合資料 20（53）（第 83・85 図、PL.53）

　母岩 BAn3。石核 1点、剥片 3点、チップ 1点の計 5点の接合である。残存値は長さ 5.70㎝、幅 5.22㎝、厚さ 3.04

㎝、重量 101.9g である。礫面の残る石核（586）を基点に、それと接合する剥片・チップが 3ブロック内にある。

剥片・チップは礫面をもたない。付近には台石（843）がある。接合の最大距離は 2.5 ｍである。

　接合資料 21（54）（第 84・86 図、PL.54）

　母岩 BAn3。5 ブロック内の残核 1点（810）とチップ 1点が接合したものである。残存値は長さ 4.80 ㎝、幅 4.55

㎝、厚さ 2.65 ㎝、重量 40.2g である。2点とも礫面をもたない。接合した距離は 46 ㎝である。

　接合資料 22（55）（第 87 ～ 90 図、PL.55 ～ 57）

　母岩 Ch1。1 ブロック内で石核 1 点（695）、残核 1 点（694）、剥片 3 点の計 5 点が接合したものである。残存

値は長さ 12.47 ㎝、幅 11.70 ㎝、厚さ 3.63 ㎝、重量 426.1g である。いずれも礫面をもたない。接合した距離は

1.3 ｍ以内の狭い範囲である。

第 84 図　接合資料 21 遺物分布図

第 83 図　接合資料 20 遺物分布図
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第 85 図　接合資料 20 実測図
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第 91 図　ブロック外出土石器実測図

ブロック外出土石器（第 10・91 図、PL.57）

　ブロックの範囲外となった石器 56 点がある。散漫な分布ではあるが、3・5 ブロックの周辺にやや多い傾向に

ある。接合資料以外で掲載したものは、トレンチ東端で出土した黒色安山岩の台形様石器（56）、3・4・5ブロッ

ク間で出土したチャート礫（57）がある。57 は動物が飲み込んだ胃石の可能性があり、表面が摩滅して丸みを

帯びる。
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第Ⅵ章　縄文時代

第１節　土　坑

Ｄ -１号土坑（第 97 図）

位置：L-7、M-7 グリッド。平面形態：円形か。重複：Ｋ -１号古墳に切られる。規模：長軸 80 ㎝。深度：93 ㎝。

覆土：ロームブロックを含む黒褐色土ないし灰黄褐色土が堆積する。出土遺物：なし。時期：Ｋ -1 号古墳に切

られることから縄文時代のものか。

Ｄ -２号土坑（第 97 図）

位置：M-6・7、N-7 グリッド。平面形態：円形か。重複：Ｋ -１号古墳に切られる。規模：長軸 83 ㎝。深度：21 ㎝。

覆土：ローム粒やロームブロックを含む黒色土が自然堆積する。出土遺物：なし。時期：Ｋ -1 号古墳に切られ

ることから縄文時代のものか。

Ｄ -３号土坑（第 97 図）

位置：M-5・6グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｋ-１号古墳に切られる。Ｄ-６号土坑を切る。規模：長軸3.35ｍ、

短軸 1.96 ｍ。深度：11 ㎝。主軸方位：Ｎ -29° - Ｗ。覆土：ロームブロックを含む黒褐色土。出土遺物：縄文

土器片 1点。時期：出土した縄文土器は後期前葉の堀之内 1式。

Ｄ -４号土坑（第 97 図）

位置：L-5 グリッド。平面形態：隅丸方形か。重複：Ｋ - １号古墳に切られ、Ｄ - ９号土坑を切る。規模：長軸

66 ㎝。深度：18 ㎝。主軸方位：Ｎ -9° - Ｅ。覆土：ロームブロックを含む灰黄褐色土の単層。出土遺物：なし。

時期：Ｋ -1 号古墳に切られることから縄文時代のものか。

Ｄ -５号土坑（第 98 図）

位置：M-6・7 グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｋ -１号古墳に切られる。規模：長軸 1.59 ｍ、短軸 0.5 ｍ。

深度：22 ㎝。主軸方位：Ｎ -24° - Ｗ。覆土：ロームブロックを含む灰黄褐色土の単層。出土遺物：なし。時期：

Ｋ -1 号古墳に切られることから縄文時代のものか。

Ｄ -６号土坑（第 98 図）

位置：M-6 グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｄ -３号土坑に切られる。規模：長軸 101 ㎝、短軸 58 ㎝。深度：

35 ㎝。主軸方位：Ｎ -61° - Ｗ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：Ｄ - ３号土坑に切られることから縄文時代

のものか。

Ｄ -７号土坑（第 98 図、PL.19）

位置：K-6、L-6 グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｐ -26 を切る。規模：長軸 77 ㎝以上、短軸 75 ㎝。深度：

22 ㎝。主軸方位：Ｎ -20° - Ｅ。覆土：黒褐色土及び灰黄褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片 4点。時期：

縄文時代。
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第 92 図　調査区全体図（縄文時代以降）
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第 93 図　遺構位置図①（縄文時代以降）
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第 94 図　遺構位置図②（縄文時代以降）
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第 95 図　遺構位置図③（縄文時代以降）
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１　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック多量

２　ロームブロック

３　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック少量、炭化物少量

４　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック多量、ローム粒多量

Ｄ-2 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒少量

２　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、
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Ｄ-9 土層注記　

１　暗褐色土（10YR3/3）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量、

　　　　　　　　　　　　ローム小～中ブロック多量
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第 97 図　Ｄ -１・２・３・４・９号土坑
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Ｄ -８号土坑（第 98 図、PL.19）

位置：L-6 グリッド。平面形態：円形。重複：Ｐ -61・123 号ピットとの新旧不明。規模：長軸 107 ㎝、短軸 101

㎝。深度：60 ㎝。覆土：ロームブロックを含む黒色土が堆積する。下層には礫が多く含まれる。出土遺物：縄

文土器片 7点、石器剥片 1点。時期：出土した縄文土器は中期後葉加曽利ＥⅣ式。

Ｄ -９号土坑（第 97 図）

位置：L-5、M-5 グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｄ -４号土坑に切られる。規模：長軸 65 ㎝以上、短軸 57

㎝。深度：17 ㎝。主軸方位：Ｎ -68° - Ｅ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土が堆積する。出土遺物：なし。

時期：Ｄ -４号土坑に切られることから、縄文時代か。

Ｄ -10 号土坑（第 98 図、PL.19）

位置：K-5・6 グリッド。平面形態：楕円形か。重複：なし。規模：長軸 92 ㎝、短軸 40 ㎝以上。深度：9 ㎝。主軸方位：

Ｎ -35° - Ｅ。覆土：ロームブロックを含む黒色土が堆積する。出土遺物：黒曜石剥片１点。時期：縄文時代。

Ｄ -12 号土坑（第 99 図）

位置：F-8、G-8 グリッド。平面形態：楕円形か。重複：Ｄ -13・15 号土坑との新旧不明。規模：長軸 1.32 ｍ以上、

短軸 0.63 ｍ。深度：38 ㎝。主軸方位：Ｎ -64° - Ｗ。覆土：ロームブロックを多量に含む灰黄褐色土。人為的

な埋没か。出土遺物：なし。時期：縄文時代か。

Ｄ -13 号土坑（第 99 図、PL.19）

位置：F-8、G-8 グリッド。平面形態：不整楕円形。重複：Ｄ -12 号土坑との新旧不明。規模：長軸 2.68 ｍ、短軸 0.49

ｍ以上。深度：57 ㎝。主軸方位：Ｎ -37° - Ｅ。覆土：ローム粒を含む黒色土ないし灰黄褐色土が堆積する。出

土遺物：縄文土器片 3点。時期：縄文時代。

Ｄ -14 号土坑（第 100 図、PL.19）

位置：D-8・9、E-8・9 グリッド。平面形態：隅丸方形。重複：Ｄ -11 号土坑に切られる。Ｄ -23・29 号土坑、

Ｐ -58・59 号ピットとの新旧不明。規模：長軸 3.86 ｍ、短軸 3.39 ｍ。深度：18 ㎝。主軸方位：西壁でＮ -23° - Ｅ。

覆土：焼土・炭化物を含む暗灰黄褐色土の単層。出土遺物：縄文土器片 50 点、頁岩剥片 1点、黒曜石剥片 1点。

時期：出土した縄文土器は中期中葉～後葉。備考：土坑の規模から、竪穴住居跡の可能性も考えられる。

Ｄ -15 号土坑（第 99 図、PL.19）

位置：F-7・8、G-7・8 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｋ - ２号古墳に切られる。Ｄ -12 号土坑と

の新旧不明。規模：長軸 1.86 ｍ、短軸 0.82 ｍ。深度：33 ㎝。主軸方位：東壁でＮ -35° - Ｅ。覆土：-。出土

遺物：縄文土器片 2点。時期：縄文時代。

Ｄ -16 号土坑（第 101・106 図、第 27 表、PL.19・58）

位置：I-6・7 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 3.24 ｍ、短軸 1.55 ｍ。深度：60 ㎝。主軸方位：

Ｎ-87°-Ｗ。覆土：中層以下はロームブロックを含む黒褐色土、上層は焼土・炭化物を含む灰黄褐色土。出土遺物：
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Ｄ-8 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム小ブロック・白色粒少量

２　黒色土（10YR2/1）　やや締りあり、粘性なし、ロームブロック多量

Ｄ-10 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

Ｄ-5 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック・黒褐色土小ブロック・白色粒少量

Ｄ-7 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし

２　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量
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第 98 図　Ｄ -５・６・７・８・10 号土坑
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縄文土器片 9点、安山岩磨石 1点、頁岩剥片 1点。時期：出土した縄文土器には中期後葉郷土式（1）が含まれる。

Ｄ -17 号土坑（第 100・106 図、第 28 表、PL.20・58・61）

位置：D-8・9 グリッド。平面形態：円形で、東寄りがさらに深くなる。重複：Ｐ -139 号ピットとの新旧不明。

規模：外側で径 2.50 ｍ、内側で径 1.15 ｍとなる。深度：80 ㎝。覆土：ロームブロックを含む黒色土が主体と

なる。上層には炭化物が含まれる。出土遺物：縄文土器片 47 点、頁岩・黒色安山岩・チャートの剥片、黒曜石

のチップ多数、安山岩製小型磨製石斧、両面加工石器（7）、スクレイパー（8）。時期：出土した縄文土器は中期

後葉加曽利ＥⅣ式（4・5）が主体である。ほかに中期前葉～中葉（1 ～ 3）、後期前葉（6）もある。備考：袋状

土坑であった可能性が考えられ、石器製作に伴う廃棄土坑に転用されている。

Ｄ -18 号土坑（第 101 図）

位置：I-6 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 82 ㎝、短軸 63 ㎝。深度：24 ㎝。覆土：ローム

ブロックを含む黒褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片 2点、泥岩のリタッチドフレイク 1点。時期：出土

した縄文土器は中期後葉加曽利ＥⅢ～ＥⅣ式である。

Ｄ -19 号土坑（第 101 図）

位置：I-6 グリッド。平面形態：円形か。重複：なし。規模：長軸 123 ㎝、短軸 40 ㎝以上。深度：22 ㎝。覆土：

ロームブロックを含む黒色土が堆積する。出土遺物：なし。時期：縄文時代か。

Ｄ -20 号土坑（第 102・107・108 図、第 29 表、PL.18・20・58・61・62）

位置：D-10・11 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 98 ㎝、短軸 87 ㎝。深度：28 ㎝。覆土：

炭化物を含む黒褐色土が堆積し、上層には縄文土器片、下層には礫や石器が含まれる。出土遺物：縄文土器片51点、

両面加工石器（10）・抉入状石器（11）、礫器（12）、黒曜石・黒色安山岩・頁岩・硬質泥岩の剥片。時期：出土

した縄文土器は中期中葉勝坂（阿玉台）式（1～ 8）が主体である。

Ｄ -21 号土坑（第 102・108 図、第 30 表、PL.20・58・61）

位置：E-8・F-8 グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｄ -38 号土坑を切る。Ｐ -43 との新旧不明。規模：長軸 2.60

ｍ、短軸 1.83 ｍ。深度：50 ㎝。主軸方位：Ｎ -84° - Ｗ。覆土：ロームブロックを含む灰黄褐色土。出土遺物：

縄文土器片 21 点、打製石斧（3）、砂岩の扁平礫が出土した。時期：出土した縄文土器は中期中葉（1・2）が主

体で、中期後葉が少量含まれる。

Ｄ -22 号土坑（第 102 図、PL.20）

位置：E-8・9、F-8・9 グリッド。平面形態：円形。重複：Ｐ -60 との新旧不明。規模：長軸 109 ㎝、短軸 97 ㎝。

深度：29 ㎝。覆土：灰黄褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片 2 点、頁岩の剥片 1 点。時期：出土した縄

文土器は中期中葉勝坂（阿玉台）式である。

Ｄ -23 号土坑（第 102 図、PL.20）

位置：E-9 グリッド。平面形態：不整楕円形。重複：Ｄ -14 号土坑との新旧不明。規模：長軸 126 ㎝、短軸 77 ㎝。
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Ｄ-12 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ローム中ブロック・黒褐色土小ブロック多量、埋め戻し土か

Ｄ-13 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　　　締りあり、粘性なし、ローム粒多量

２　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量

３　黒色土（10YR2/1）　　　締りあり、粘性なし、ローム粒多量
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第 99 図　Ｄ -12・13・15 号土坑
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Ｄ-14 土層注記

１　暗灰黄色土（2.5Y4/2）　硬く締りあり、

　　粘性なし、ローム小ブロック多量、

　　暗褐色土小ブロック・焼土・炭化物粒少量

Ｄ-17 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、

　　ローム粒・ローム小ブロック多量

２　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、

　　ローム小ブロック少量、炭化物少量

３　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、

　　ローム粒、炭化物多量

４　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、

　　ローム粒、炭化物少量

５　ロームブロック

６　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、

　　ローム小～中ブロック多量

７　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、

　　ローム粒多量

８　黒色土（10YR2/1）　やや締りあり、粘性なし、

　　ローム小～中ブロック多量

９　灰黄褐色土（10YR4/2）締りあり、粘性なし、

　　ローム小～中ブロック多量、炭化物少量
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第 100 図　Ｄ -14・17 号土坑
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Ｄ-16 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、焼土・炭化物粒少量、ローム粒・白色粒多量

２　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック・炭化物粒少量、白色粒多量

３　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ローム小～中ブロック多量、白色粒多量

Ｄ-18 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

Ｄ-19 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　　　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量
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第 101 図　Ｄ -16・18・19 号土坑
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Ｄ-20 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒・ローム小ブロック少量、白色粒多量、炭化物多量、土器片多量

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量、炭化物少量、礫少量

Ｄ-21 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量・焼土粒少量

２　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、やや粘性あり、ローム小ブロック多量

Ｄ-22 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量・炭化物少量

２　灰黄褐色土（10YR4/2）　ローム小ブロック多量

Ｄ-23 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/2）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

Ｄ-29 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、炭化物少量、ローム小ブロック多量

0

1/30

1m

石器・礫

10

11

12

1

2
3

4 5

6

7
9

第 102 図　Ｄ -20・21・22・23・29 号土坑
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Ｄ-30 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、白色粒少量、ローム小ブロック多量

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、白色粒少量、ローム小ブロック多量

Ｄ-32 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック多量

２　褐灰色土（10YR4/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

Ｄ-33 土層注記

１　褐灰色土（10YR4/1）　締りあり、粘性なし、炭化物少量、ローム小ブロック少量

２　褐灰色土（10YR4/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

Ｄ-35 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　　やや締り弱い、粘性なし、ローム粒多量

２　黒色土（10YR2/1）　　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

Ｄ-36 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　　締りあり、粘性なし、ロームブロック多量
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第 103 図　Ｄ -30・32・33・35・36 号土坑
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深度：31㎝。主軸方位：Ｎ-2°-Ｗ。覆土：ロームブロックを含む黒褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片2点、

硬質泥岩の剥片 3点。時期：縄文時代。

Ｄ -29 号土坑（第 102 図、PL.20）

位置：D-9、E-9 グリッド。平面形態：円形。重複：Ｄ -14 号土坑との新旧不明。規模：長軸 89 ㎝、短軸 85 ㎝。

深度：28 ㎝。覆土：炭化物を含む灰黄褐色土。出土遺物：黒曜石剥片 1点。時期：縄文時代。

Ｄ -30 号土坑（第 103 図）

位置：E-9 グリッド。平面形態：円形か。重複：なし。規模：推定径 105 ㎝。深度：22 ㎝。覆土：ロームブロッ

クを含む黒褐色土が堆積する。出土遺物：なし。時期：縄文時代か。

Ｄ -32 号土坑（第 103 図）

位置：E-7・8 グリッド。平面形態：不整形。重複：Ｐ -102 との新旧不明。規模：長軸 161 ㎝、短軸 89 ㎝以上。深度：

26 ㎝。覆土：ロームブロックを含む黒褐色土ないし褐灰色土。出土遺物：縄文土器片 2点。時期：縄文時代。

Ｄ -33 号土坑（第 103 図、PL.20）

位置：F-8グリッド。平面形態：円形。重複：Ｄ -38との新旧不明。規模：径 77㎝。深度：23 ㎝。覆土：ロームブロッ

クを含む褐灰色土。出土遺物：縄文土器片 3点、頁岩製スクレイパー 1点。時期：縄文時代。

Ｄ -35 号土坑（第 103・108 図、第 31 表、PL.21・58）

位置：C-17 グリッド。平面形態：不整円形。重複：なし。規模：長軸 1.52 ｍ、短軸 1.26 ｍ以上。深度：38 ㎝。

覆土：黒色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片 6点、頁岩剥片 1点。時期：出土した縄文土器は中期後葉加曽

利ＥⅢ式（1）である。

Ｄ -36 号土坑（第 103 図、PL.21）

位置：C-17 グリッド。平面形態：不整円形。重複：なし。規模：長軸 1.45 ｍ、短軸 1.37 ｍ。深度：34 ㎝。覆土：

ロームブロックを含む黒色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片 4点、黒色安山岩の打製石斧 1点、黒色安山岩・

頁岩剥片 3点。時期：出土した縄文土器は中期後葉加曽利ＥⅢ～ＥⅣ式である。

Ｄ -37 号土坑（第 104・108 図、第 32 表、PL.21・58）

位置：C-17・18 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 1.08 ｍ、短軸 1.02 ｍ。深度：54 ㎝。覆土：

ロームブロックを含む黒色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片 7点、流紋岩の打製石斧 1点、ホルンフェルス

のスクレイパー 1点。時期：出土した縄文土器は中期中葉勝坂式（1）である。

Ｄ -38 号土坑（第 104 図）

位置：E-8、F-8 グリッド。平面形態：不整円形。重複：Ｄ -21 号土坑に切られる。Ｄ -33 との新旧不明。規模：

長軸1.24ｍ、短軸1.01ｍ以上。深度：21㎝。覆土：焼土・ロームブロックを含む灰黄褐色土が堆積する。出土遺物：

なし。時期：縄文時代。
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D-37

D-40

D-42

D-39

D-41

D-38

D-21

D-33

P-43

106.10ｍ

Ａ Ａ′

Ａ

Ａ Ａ′

106.20ｍ

Ａ Ａ′

108.00ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

105.60ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

105.90ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′Ａ′

105.90ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

１
１

１

１

１

2

Ｄ-37 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、ロームブロック多量

２　黒色土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、ローム小～中ブロック多量

Ｄ-38 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量、焼土粒少量

Ｄ-39 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量

Ｄ-40 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒・ローム小ブロック多量

Ｄ-41 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック多量

0

1/30

1m

第 104 図　Ｄ -37・38・39・40・41・42 号土坑
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D-43

Ｈ-１

Ｈ-１

D-45

D-47

D-50

107.40ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

108.30ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

108.00ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

108.10ｍ

Ａ Ａ′

1

2

3

カ
ク
ラ
ン

カクラン

1

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ｄ-43 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量、炭化物少量

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

３　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小～大ブロック多量

Ｄ-45 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

0

1/30

1m

第 105 図　Ｄ -43・45・47・50 号土坑



- 116 - - 117 -

0

1/3

10cm0 5cm

2/3

（7・8）

0

1/3

10cm

Ｄ-17

Ｄ-16

2

31

4
5

6

1

8

7

第 106 図　Ｄ -16・17 号土坑出土遺物

Ｄ -39 号土坑（第 104・108 図、第 33 表、PL.21・58）

位置：B-17 グリッド。平面形態：不整楕円形。重複：なし。規模：長軸 106 ㎝、短軸 65 ㎝。深度：28 ㎝。主軸

方位：Ｎ -51° - Ｗ。覆土：黒褐色土の単層である。出土遺物：縄文土器片 5 点。時期：出土した縄文土器は中

期前葉五領ヶ台式（1）～後葉のものである。

Ｄ -40 号土坑（第 104 図、PL.21）

位置：B-16・17 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 1.20 ｍ、短軸 1.08 ｍ。深度：31 ㎝。覆土：

ロームブロックを含む黒褐色土の単層である。出土遺物：縄文土器片 4点。時期：出土した縄文土器は中期後葉

加曽利ＥⅢ～ＥⅣ式である。



- 118 -

Ｄ -41 号土坑（第 104 図）

位置：B-18 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 92 ㎝、短軸 54 ㎝。深度：21 ㎝。主軸方位：

Ｎ -8° - Ｅ。覆土：ロームブロックを含む黒褐色土の単層である。出土遺物：縄文土器片 2 点。時期：出土し

た縄文土器は中期後葉加曽利ＥⅢ～ＥⅣ式である。

Ｄ -42 号土坑（第 104 図、PL.21）

位置：B-17 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 1.37 ｍ、短軸 0.70 ｍ。深度：31 ㎝。主軸方位：

Ｎ -62° - Ｗ。覆土：-。出土遺物：縄文土器片 4点。時期：縄文時代。

Ｄ -43 号土坑（第 105 図、PL.21）

位置：B-12、C-12 グリッド。平面形態：楕円形か。重複：Ｈ -１号住居跡に切られる。規模：長軸 1.12 ｍ以上、

短軸 1.18 ｍ。深度：44 ㎝。主軸方位：Ｎ -21° - Ｅ。覆土：炭化物ないしロームブロックを含む黒褐色土が堆

積する。出土遺物：縄文土器片 22 点、緑色岩類のスクレイパー 1 点、硬質泥岩・泥岩の剥片 3 点。時期：出土

した縄文土器は中期中葉～後葉である。

Ｄ -45 号土坑（第 105 図）

位置：F-8・9 グリッド。平面形態：楕円形か。重複：Ｐ -41 との新旧不明。規模：長軸 1.75 ｍ以上、短軸 0.25

ｍ以上。深度：28 ㎝。主軸方位：Ｎ -37° - Ｅ。覆土：ロームブロックを含む黒褐色土の単層である。出土遺物：

なし。時期：縄文時代か。

Ｄ -47 号土坑（第 105 図）

位置：F-9 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：推定径 1.02 ｍ。深度：36 ㎝。覆土：-。出土遺物：なし。

時期：縄文時代か。

Ｄ -49 号土坑（第 96・108 図、第 34 表、PL.62）

位置：B-17 グリッド。平面形態：円形。掘り込みが非常に浅く、残存状況が悪かった。重複：なし。規模：推

定径 80 ㎝。深度：- ㎝。覆土：-。出土遺物：縄文土器片 1点、両面加工石器（1）。時期：縄文時代。

Ｄ -50 号土坑（第 105 図、PL.21）

位置：G-6・7グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｐ -34 号ピットに切られる。規模：長軸 102 ㎝、短軸 56㎝。深度：

36 ㎝。主軸方位：Ｎ -17° - Ｅ。覆土：-。出土遺物：縄文土器片 3点、緑色岩類の扁平礫 1点。時期：縄文時代。
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第 107 図　Ｄ -20 号土坑出土遺物
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第 108 図　Ｄ -20・21・35・37・39・49 号土坑出土遺物
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番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

1
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい褐 7.5YR5/4
にぶい黄橙 10YR6/4

白色粒、チャ
ート

普通
外：口縁部横ナデ、体部指頭圧痕・指ナデ
内：口縁部横ナデ、体部上半指ナデ・下半ヘラナデ
口縁部内外面煤付着

覆土一括
中期後葉
郷土式

第 27 表　Ｄ -16 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
赤褐 5YR4/6
赤褐 5YR4/6

白色粒、片岩、
長石

普通 内外面ともナデ。２～３条１組の縦位および横位沈線。
中期前葉
五領ヶ台式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
橙 7.5YR6/6
にぶい黄褐 10YR5/4

白色粒、片岩 良好
内面ナデ。外面、口唇部にキザミ、直下に半裁竹管を用い
ての縦位集合沈線。

中期中葉
勝坂式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい黄橙 10YR6/4
にぶい黄橙 10YR7/4

多量の雲母、
白色粒、チャ
ート

普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。外面、隆帯に
沿って複数列の角押文

中期中葉
阿玉台式

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄橙 10YR6/4
橙 7.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

普通
内面および外面口唇部、横位ナデ。単節縄文 RL、回転施
文方向は口縁部付近横位、それより下はおおむね縦位。微
隆起線文。

覆土一括
中期後葉
加曽利 EⅣ式

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
褐 7.5YR4/4
にぶい黄橙 10YR6/4

白色粒、褐色
粒、チャート

良好
内・外面ともナデ。上半・下半に分割される文様。単節縄
文 LR。

覆土一括
中期後葉
加曽利 EⅣ式

６
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
黒褐 2.5Y3/1
にぶい黄 2.5Y6/4

白色粒、チャ
ート

良好
内・外面ともナデ。幾何学文ないし渦巻文の一部とみられ
る沈線。単節縄文 LR。

後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

7
両面加工
石器

長さ3.7㎝、幅2.8㎝、厚さ0.3㎝
重さ2.98g

ほぼ完形 黒色頁岩 剥片素材。表裏側縁に緩角度の連続的な二次加工が施され
る。石鏃の未成品の可能性がある。

覆土

8
スクレイ
パー

長さ2.79㎝、幅4.69㎝、厚さ1.02㎝
重さ12.77g

完形 チャート 剥片素材。素材腹面側の末端部に急角度の連続的な二次加
工が施される。

覆土

第 28 表　Ｄ -17 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
褐 7.5YR4/3
黒褐 7.5YR3/1

多量の雲母、
白色粒、チャ
ート

良好 内・外面とも横位ナデ。残存範囲において無文。
中期中葉
勝坂式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
赤褐 2.5YR4/6
黒褐 5YR3/1

白色粒、片岩 普通 内・外面とも横位ナデ。残存範囲において無文。
中期中葉
勝坂式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄褐 10YR5/3
明赤褐 2.5YR5/6

白色粒、チャ
ート

普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。口唇部外面に
キザミ。

中期中葉
勝坂式

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄褐 10YR5/3
にぶい黄褐 10YR5/3

白色粒、片岩 普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。隆帯により区
画された口縁部文様帯。隆帯に沿って角押文。

中期中葉
勝坂式

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
明赤褐 2.5YR5/6
灰褐 5YR4/2

白色粒、片岩 普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。隆帯に沿って
爪形文。隆帯による区画内に三角押文。

中期中葉
勝坂式

６
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
明赤褐 5YR5/6
にぶい黄褐 10YR4/3

白色粒、片岩 普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。隆帯に沿って
爪形文。隆帯による区画内に三角押文。

中期中葉
勝坂式

７
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
明赤褐 5YR5/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、片岩 普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。隆帯に沿って
爪形文。隆帯による区画内に三角押文。屈曲する部位、内
面に段を有する。

中期中葉
勝坂式

８
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
赤褐 5YR4/6
にぶい黄褐 10YR5/4

白色粒、チャ
ート

良好
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。３条１組の平
行沈線に沿って爪形文。沈線による区画内に三角押文。

覆土一括
中期中葉
勝坂式

９
縄文土器
浅鉢

口径
底径
器高

－
(12.0)
－

底部破片
灰黄褐 10YR4/2
暗灰黄 2.5Y4/2

多量の雲母、
白色粒、褐色
粒

普通 内・外面ともナデ。残存範囲において無文。
中期中葉

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

10
抉入状石

器

長さ4.43㎝、幅7.00㎝、厚さ0.95㎝
重さ27.70g

完形 黒色頁岩 剥片素材。素材の縁辺全体に加工が施されるが、右側縁が
凹状になるように急角度の連続的な二次加工が施される。

覆土

11
両面加工
石器

長さ12.54㎝、幅5.53㎝、厚さ1.74㎝
重さ113.63g

完形 黒色頁岩 剥片素材。素材表裏面の縁辺に二次加工が施される。表面
には被熱によるはじけがある。

覆土

12 礫器
長さ10.16㎝、幅11.59㎝、厚さ5.17㎝
重さ658.81g

完形 輝石角閃
石安山岩

礫素材。磨石を転用したのか、磨面が二次加工によって切
られている。

覆土

第 29 表　Ｄ -20 号土坑出土遺物観察表
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第２節　巣穴状遺構

ＳＵ -１号巣穴状遺構（第 109・110 図、第 35 表、PL.16・17・59）

位置：B12・13、C11・12・13、D12・13・14 グリッド。平面形態：不定形である。隧道状になり、主たる隧道か

ら枝道が分岐し、Ｄ -24・28・31・44、Ｐ -95 などが出入り口状に立ち上がる。類例があることから、アナグマ

の巣穴と考えられる。ただし、ほとんどの天井は崩落している。重複：Ｈ - １号住居跡に切られる。規模：上

端幅 27 ㎝～ 121 ㎝、下端幅 14 ㎝～ 48 ㎝。深度：最大 80 ㎝である。底面は顕著な傾斜はないが、最大 10 ㎝程

度の緩やかな凹凸がある。天井残存部では、天井までの高さは 25 ㎝を測る。主軸方位：主たる隧道がＮ -14°

- Ｅを示し、等高線にほぼ直交する。覆土：下層の褐灰色土ないし黒褐色土は、ローム粒を多く含み、アナグマ

の生息時の堆積土とみられる。中層から上層にはロームブロックが含まれ、天井の崩落土と判断される。出土遺

物：縄文土器の破片が多数出土したほか、少量の黒曜石剥片、打製石斧なども出土した。縄文土器は中期中葉（1）

や中期後葉（2 ～ 4）のものがある。時期：出土した縄文土器の主体である中期後葉に存続し、その後に埋没し

たと判断される。備考：北東へ下がる斜面地に掘り込まれたアナグマの巣穴である。当初、溝状遺構と周辺の土

坑として検出したが、結果的にそれらが隧道で繋がったものである。古墳時代以降の遺物が混入しないことから、

縄文時代の遺構と判断された。掘り込まれる層位は、基本層序のⅤ c～Ⅵ a層が多く、一部でⅥ b層まで達する

が、As-MP に相当するⅥ c層には及ばない。何らかの理由により、掘り込む層位が選択されていると考えられる。

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
褐 7.5YR4/3
褐 7.5YR4/3

白色粒、チャ
ート

良好
平口縁。内面横位ナデ。外面、隆帯に沿って爪形文。隆帯
による区画内に三角押文。

覆土一括
中期中葉
勝坂式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
褐 7.5YR4/3
にぶい褐 7.5YR5/4

白色粒、褐色
粒

普通 波状口縁。内面ナデ。外面、口唇部に沿って複数の角押文。
覆土一括
中期中葉
阿玉台式

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

３ 打製石斧
長さ12.18㎝、幅4.64㎝、厚さ1.98㎝
重さ121.51g

完形 黒色頁岩 剥片素材。短冊形の打製石斧。 覆土

第 30 表　Ｄ -21 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

1
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい褐 10YR5/4
にぶい黄橙 10YR6/4

白色粒、褐色
粒、チャート

普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。縦位隆帯２条
の両脇に、縦位回転押捺による単節縄文 RL。

覆土一括
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

第 31 表　Ｄ -35 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

1
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
橙 5YR6/6
橙 5YR6/6

白色粒、チャ
ート

普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。口唇部にキザ
ミ、胴部爪形文。

覆土一括
中期中葉
勝坂式

第 32 表　Ｄ -37 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

1
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい赤褐 5YR5/4
にぶい黄褐 10YR5/3

白色粒、片岩 良好
内面横位ナデ。外面、口縁部下位に波状沈線文。
単節縄文ＬＲ。

覆土一括
中期前葉
五領ヶ台式

第 33 表　Ｄ -39 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

１
両面加工
石器

長さ6.25㎝、幅10.18㎝、厚さ1.94㎝
重さ129.73g

完形 黒色頁岩 剥片素材。 覆土一括

第 34 表　Ｄ -49 号土坑出土遺物観察表
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第 109 図　ＳＵ -１号巣穴状遺構
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巣穴状遺構土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

２　ロームブロック（天井部か）

３　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

４　ロームブロック

５　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量、炭化物少量

６　ロームが砂状に堆積したもの、アナグマが掘った土か

７　ロームブロック主体、黒褐色土ブロック少量、締りあり

８　ロームブロック

９　褐灰色土（10YR4/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

10　褐灰色土（10YR4/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒多量、アナグマが掘った土か

11　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量

12　褐灰色土（10YR4/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒多量、アナグマが掘った土か

13　黒褐色土（10YR3/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒・ローム小ブロック多量

14　ロームブロック、黒褐色土少量

15　褐灰色土（10YR4/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒多量、アナグマが掘った土か

Ｄ-24 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒・ローム小ブロック多量

３　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック多量

Ｄ-28 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック少量

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量（天井の崩落土か）

３　褐灰色土（10YR4/1）黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒・ローム小ブロック多量

４　褐灰色土（10YR4/1）黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量（別ピットの可能性）

Ｄ-31 土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、ロームブロック多量

２　ロームブロック主体（天井の崩落？）、黒褐色土少量

３　黒褐色土（10YR3/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

４　灰黄褐色土（10YR4/2）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒・ロームブロック多量

５

Ｄ-44 土層注記

１　ロームブロック主体、黒褐色土多量，灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

３　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム中～大ブロック多量

0

1/3

10cm

2
1

3

4 5

第 110 図　ＳＵ -１号巣穴状遺構出土遺物

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
明赤褐 5YR5/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、片岩 普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。外面、地文に
縦位回転押捺による単節縄文 RL。２条１組の沈線の脇に
半円形刺突文

覆土一括
中期中葉
勝坂式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい黄褐 10YR5/4
にぶい黄褐 10YR5/3

白色粒、チャ
ート

良好
内面ナデ。外面、上半・下半に分割される文様。縦位回転
押捺による単節縄文 RL。

覆土一括
中期後葉
加曽利 EⅣ式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄橙 10YR6/4
にぶい黄褐
7.5YR6/4

白色粒、片岩、
チャート

普通
内面ナデ。上半・下半に分割される文様。外面、縦位回転
押捺による単節縄文 LR。口縁部会に横位沈線１条、胴部
弧状の沈線文。

覆土一括
中期後葉
加曽利 EⅣ式

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
7.0
－

底部破片
にぶい黄橙 10YR7/4
にぶい黄橙 10YR7/4

白色粒、片岩 普通 内・外面ともナデ。残存範囲において無文。
覆土一括
中期後葉

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
(7.0)
－

底部破片
にぶい褐 7.5YR5/4
にぶい褐 7.5YR5/4

白色粒、チャ
ート、長石

普通 内・外面ともナデ。残存範囲において無文。
覆土一括
中期後葉

第 35 表　ＳＵ -１巣穴状遺構出土遺物観察表
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第３節　遺構外出土遺物

　竪穴住居跡や古墳の覆土中への混入品、遺構確認面での単独出土品を遺構外出土遺物とした。またピット出土

品も便宜的に遺構外出土遺物として取り扱った。

　ピットからは、縄文土器が散発的に出土した（第47～49表）ほか、Ｐ -38 からは黒曜石の剥片が出土した。

縄文土器は、Ｐ -10・29・74・102 の中期後葉、Ｐ -11 の後期初頭のものを掲載した（第 111 図、第 36 表、

PL.59）。ほかに、Ｐ -17・20・100・108 から中期後葉、Ｐ -42 から後期前葉の土器が少量出土している。

　遺構外出土の縄文土器（第 112 図、第 37・38 表、PL.59・60）は、Ｈ -1 号住居跡への混入が多く、縄文時代

の遺構（Ｄ -17・20、ＳＵ -1 巣穴状遺構）に近接するためと考えられる。前期後葉（1・2）、中期前葉（3・4）、

中期中葉（5～ 8）、中期後葉（9～ 11）、後期初頭～前葉（12 ～ 19）がある。

　遺構外出土の石器（第 113 ～ 116 図、第 38 表、PL.61 ～ 63）は、黒曜石の剥片が広く散布するほか、黒色頁

岩の石鏃（20）・石匙（21）・両面加工石器（25）・石核（29）、ホルンフェルスやガラス質安山岩のスクレイパー

（22・23）、輝石角閃石安山岩の磨石（26）・石皿（27）などがある。

第 111 図　ピット出土遺物

番号 器 種
法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

P-10

1

縄文土器
鉢

口径
底径
器高

－
－
－

把手破片
にぶい橙 7.5YR6/4
にぶい褐 7.5YR5/4

白色粒、片岩 普通 内面ナデ。外面、単節縄文 LR。逆Ｖ字状の沈線文。
覆土一括
中期後葉
加曽利ＥⅣ式

P-11

1

縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
浅黄 2.5Y7/3
浅黄 2.5Y7/3

白色粒、チャ
ート

普通 単節縄文 LR。沈線文。
覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ式

P-29

1

縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄橙 10YR6/4
暗灰黄 2.5Y5/2

白色粒、長石 普通
内面・外面口唇部横位ナデ。外面口縁部、横位の微隆起線
文１条、その下に縦位回転押捺による単節縄文 LＲ。

覆土一括
中期後葉
加曽利ＥⅣ式

P-74

1

縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄橙 10YR6/3
にぶい黄褐 10YR5/4

白色粒、チャ
ート

普通
口縁部付近の破片。内面・外面口唇部横位ナデ。外面口縁部、
横位の微隆起線文１条、その下に前々段多条の縄文 Lと沈
線文。

覆土一括
中期後葉
加曽利ＥⅣ式

P-102

1

縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
褐 7.5YR4/3
灰黄褐 10YR6/2

白色粒、褐色
粒、チャート

普通
口縁部付近。内面・外面口唇部横位ナデ。外面口縁部、横
位の微隆起線文１条、その下に単節縄文 LR と沈線文。縄
文の回転押捺方向は、微隆起線文直下で横位、他は縦位。

覆土一括
中期後葉
加曽利ＥⅣ式

第 36 表　ピット出土遺物観察表
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第 112 図　縄文時代遺構外出土遺物①
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第 113 図　縄文時代遺構外出土遺物②
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第 114 図　縄文時代遺構外出土遺物③



- 128 - - 129 -

0

1/2

10cm

28

29

第 115 図　縄文時代遺構外出土遺物④
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第 116 図　縄文時代遺構外出土遺物⑤

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存
色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
明黄褐 10YR6/6
明黄褐 10YR6/6

白色粒、褐色
粒、片岩

普通 内面ナデ。外面、集合沈線。
確認面
前期後葉
諸磯 c式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
橙 7.5YR6/6
にぶい赤褐 5YR5/4

白色粒、褐色
粒、片岩

普通 内面ナデ。外面、集合沈線。
Ｈ -１
前期後葉
諸磯 c式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい褐 7.5YR5/4
灰褐 7.5YR4/2

白色粒、片岩 普通 内・外面ナデ。外面沈線文。
Ｈ -１
中期前葉
五領ヶ台式

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい褐 7.5YR5/4
灰黄褐 10YR4/2

白色粒、褐色
粒、片岩

普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。縦位隆帯２条、
縦位回転押捺による単節縄文 LR。

Ｈ -２
中期前葉
五領ヶ台式

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい褐 7.5YR5/4
にぶい赤褐 5YR5/4

白色粒、褐色
粒、片岩

普通
内面横位ナデ。外面、口縁部に爪形の横位押引文、隆帯に
沿って角押文。

確認面
中期中葉
勝坂式

６
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
黄灰 2.5Y4/1
黄灰 2.5Y4/1

白色粒、片岩 普通 環状の突起。内・外面ナデ。口唇部に爪形文。
Ｈ -１
中期中葉
勝坂式

７
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい赤褐 5YR5/4
にぶい赤褐 5YR5/4

白色粒、褐色
粒、片岩

良好 突起部分の破片。外面、玉抱三叉文。
Ｈ -１
中期中葉
勝坂式

８
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい赤褐 5YR5/4
灰黄褐 10YR4/2

白色粒、片岩 普通
摩耗・風化により、器面調整の詳細は不明。外面、キザミ
を伴う横位隆帯。隆帯の脇に押引爪形文。

Ｈ -１
中期中葉
勝坂式

９
縄文土器
浅鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄 2.5Y6/3
にぶい黄 2.5Y6/3

白色粒、片岩 普通
内面・外面口唇部横位ナデ。外面口縁部、隆帯による横位
枠状区画。

確認面
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

10
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい橙 7.5YR6/4
にぶい黄橙 10YR7/4

白色粒、片岩 普通
内面ナデ。外面、縦位沈線３～４条が垂下。縦位回転押捺
による単節縄文 RL。

Ｋ -２
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

11
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄 2.5Y6/3
にぶい黄橙 10YR7/4

白色粒、チャ
ート、片岩

普通
内面・外面口唇部横位ナデ。口縁部下位と胴部上位の境界
に横位回転押捺による単節縄文LR。その下は縦位回転押捺。

確認面
中期後葉
加曽利 EⅣ式

12
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

にぶい黄橙 10YR7/4
にぶい黄橙 10YR7/4

白色粒、チャ
ート

普通
内面・外面口唇部横位ナデ。口縁部下位と胴部上位の境界に微
隆起線文。横位回転押捺による単節縄文 LR。その下は縦位回転
押捺。縦位微隆起線文に区画された、やや幅広の文様帯。

Ｈ -２
後期初頭
加曽利 EⅤ式

第 37 表　縄文時代遺構外出土遺物観察表①



- 130 - - 131 -

番

号
器 種

法量（㎝）

（推定値）
残 存

色 調

(外面/内面)
胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

13
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい黄橙 10YR7/4
暗灰黄 2.5Y5/2

白色粒、チャ
ート

普通
内面ナデ。縦位回転押捺による単節縄文 LR。その下は縦
位回転押捺。縦位微隆起線文に区画された、やや幅広の文
様帯。

確認面
後期初頭
加曽利 EⅤ式

14
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
浅黄 2.5Y7/3
浅黄 2.5Y7/3

白色粒、褐色
粒

普通
内面・外面口唇部横位ナデ。沈線に区画された縄文帯。単
節縄文 LR。

Ｈ -１
後期初頭
称名寺１式

15
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい橙 7.5YR6/4
にぶい赤褐 5YR5/4

白色粒、褐色
粒

普通 内面ナデ。沈線に区画された縄文帯。単節縄文 LR。
Ｋ -１
後期初頭
称名寺１式

16
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい黄橙 10YR6/4
暗灰黄 2.5Y5/2

白色粒、チャ
ト

普通 内面ナデ。沈線に区画された縄文帯。単節縄文 LR。
Ｈ -１
後期初頭
称名寺１式

17
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片
にぶい黄橙 10YR7/4
黄灰 2.5Y4/1

白色粒、褐色
粒

良好
内面ナデ。外面、沈線による渦巻文・幾何学文。単節縄文
LR。

Ｋ -２
後期前葉
堀之内２式

18
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破　
片

にぶい黄橙 10YR7/4
灰黄 2.5Y6/2

白色粒、褐色
粒

良好
内面ナデ。外面、沈線による渦巻文・幾何学文。単節縄文
LR。

Ｈ -２
後期前葉
堀之内２式

19
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片
にぶい黄橙 10YR7/4
にぶい黄橙 10YR6/4

白色粒、片岩 良好
内面・外面口唇部横位ナデ。外面、半裁竹管状工具による
縦位弧線文。

確認面
後期初頭～前葉

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

20 石鏃
長さ3.5㎝、幅1.49㎝、厚さ0.51㎝
重さ2.22g

欠損 黒色頁岩 剥片素材。有茎石鏃だが、茎部が欠損している。 Ｈ -１覆土

21 石匙
長さ6.91㎝、幅3.07㎝、厚さ1.24㎝
重さ17.18g

完形 黒色頁岩 剥片素材。縦型石匙である。素材腹面側に被熱によるはじ
けがある。

Ｋ -１覆土

22
スクレイ
パー

長さ9.42㎝、幅6.92㎝、厚さ2.54㎝
重さ153.16g

完形 ホルンフ
ェルス

剥片素材。縦型石匙である。素材腹面側に被熱によるはじ
けがある。

Ｋ -２覆土

23
スクレイ
パー

長さ9.13㎝、幅4.98㎝、厚さ2.04㎝
重さ108.32g

完形 ガラス質
安山岩

剥片素材。縦型石匙である。素材腹面側に被熱によるはじ
けがある。

確認面

24 打製石斧
長さ9.35㎝、幅7.78㎝、厚さ2.42㎝
重さ170.26g

欠損 黒色頁岩 剥片素材。分銅形の打製石斧。片側が欠損している。 確認面

25
両面加工
石器

長さ11.97㎝、幅6.51㎝、厚さ3.93㎝
重さ236.51g

完形 黒色頁岩 剥片素材。素材側縁部の表裏に二次加工が施される。打製
石斧の母型の可能性がある。

確認面

26 磨石
長さ13.62㎝、幅8.45㎝、厚さ4.56㎝
重さ772.34g

完形 輝石角閃
石安山岩

礫素材。扁平礫の表裏面が磨面、側面が敲打面になってい
る。表裏磨面の中央部に敲打面が形成されている。それら
の加工が形成された後に被熱される。

確認面

27
石皿・
凹石

長さ12.46㎝、幅16.21㎝、厚さ6.02㎝
重さ1785.75g

完形 輝石角閃
石安山岩

礫素材。大きく欠損しているが、扁平な礫を素材にしてい
る。扁平な平坦面の片面は磨面、もう片面は凹石として使
用されている。

Ｈ -１覆土

28 磨石
長さ11.73㎝、幅9.18㎝、厚さ1.43㎝
重さ172.35g

完形 硬砂岩 礫素材。扁平礫の平坦面の１面を磨面として使用されてい
る。

Ｈ -２覆土

29 石核
長さ3.71㎝、幅9.60㎝、厚さ6.67㎝
重さ298.34g

完形 黒色頁岩 礫素材。扁平礫の一つの平坦面を打面に設定した単設打面
の石核である。

Ｋ -１覆土

30 礫器
長さ12.74㎝、幅9.24㎝、厚さ6.75㎝
重さ948.27g

完形 黒色頁岩 礫素材。礫の扁平部分の一端を大きく剥離し、その剥離面
を打面として二次加工が施される。石核の可能性もある。

Ｐ -57 覆土

第 38 表　縄文時代遺構外出土遺物観察表②
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平面図

遺物出土状況図 掘り方
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Ｈ-１土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　やや締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量、

　　　　　　　　　　　　　焼土・炭化物少量

２　黒色土（10YR2/1）　　　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム粒・ローム小ブロック少量、焼土粒少量

３　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ローム粒多量

４　黒褐色土（10YR3/1）　　やや締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

５　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ロームブロック多量

６　黒色土（10YR2/1）　　　締り弱い、粘性なし、

７　黒色土（10YR2/1）　　　締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック多量

８　褐灰色土（10YR4/1）　　やや締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　焼土小ブロック・炭化物少量

９　褐灰色土（10YR4/1）　　やや締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　焼土小ブロック・ローム小ブロック多量

10　褐灰色土（10YR4/1）　　やや締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　焼土小ブロック・炭化物少量

11　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、焼土粒少量

12　褐灰色土（10YR4/1）　　締りあり、粘性なし、ロームブロック多量
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第Ⅶ章　古墳時代

第１節　竪穴住居跡

Ｈ -１号住居跡（第 117 ～ 120 図、第 39・40 表、PL.22 ～ 24・64・65）

位置：C-11・12 グリッド。平面形態：隅丸方形。重複：Ｄ -43 号土坑・ＳＵ - １号巣穴状遺構を切っている。

東壁及び南壁でＳＵ -１の隧道が確認された。規模：東西 3.1 ｍ、南北 3.1 ｍ。深度：45 ㎝。主軸方位：Ｎ -75

° - Ｗ。カマド：西壁中央に構築される。両袖は地山掘り残しの基部が 5㎝ある上に、ロームブロックと黒褐色

土の混土で構築される。燃焼部の幅は 42 ㎝で、焚口部に深さ 5 ㎝の浅い凹みがある。煙道部は竪穴部との境の

段を経て長さ 98 ㎝ほど水平に掘り込まれ、端部は垂直に立ち上がる。煙道中央付近の天井残存部では、煙道の

高さ 12 ㎝を測る。柱穴：なし。壁周溝：なし。貯蔵穴：カマド左脇の径 32 ㎝、深さ 40 ㎝のＰ１が貯蔵穴の可

能性がある。床面の状態：硬化面はないが、平坦な床である。床面はコの字状に掘り下げられた掘り方に、ロー

ムブロックを含む褐灰色土を充填して構築される。遺構埋没状態：黒褐色土ないし黒色土の堆積後に、土坑状の

掘り込み（1 層）がみられる。遺物：遺物はカマド周辺では少なく、住居中央北寄りに一括廃棄されたようなま

とまりがある。南壁沿いには薦編石（11 ～ 27）がまとまって出土した。出土土器は全て土師器で、大小の甕（1・4・

5）、甑（2・3）、坏（6～ 8）がある。薦編石は写真のみ掲載した。時期：床面の出土遺物から 7世紀前半と判断

される。

第 117 図　Ｈ -１号住居跡①
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平面図

遺物出土状況図 掘り方
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Ｈ-１土層注記

１　灰黄褐色土（10YR4/2）　やや締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量、

　　　　　　　　　　　　　焼土・炭化物少量

２　黒色土（10YR2/1）　　　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム粒・ローム小ブロック少量、焼土粒少量

３　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ローム粒多量

４　黒褐色土（10YR3/1）　　やや締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

５　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ロームブロック多量

６　黒色土（10YR2/1）　　　締り弱い、粘性なし、

７　黒色土（10YR2/1）　　　締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック多量

８　褐灰色土（10YR4/1）　　やや締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　焼土小ブロック・炭化物少量

９　褐灰色土（10YR4/1）　　やや締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　焼土小ブロック・ローム小ブロック多量

10　褐灰色土（10YR4/1）　　やや締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　焼土小ブロック・炭化物少量

11　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、焼土粒少量

12　褐灰色土（10YR4/1）　　締りあり、粘性なし、ロームブロック多量
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Ｈ-１カマド 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒少量

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒・焼土粒少量

３　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム粒少量

４　褐灰色土（10YR4/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック・焼土粒多量

５　ロームブロック（2cm）主体、締り弱い、焼土粒・焼土小ブロック多量

６　ローム小ブロック（5cm）・焼土小ブロック（1cm 以下）主体、締り弱い、炭化物少量

７　灰黄褐色土（10YR4/2）　やや締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック少量

８　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム粒・焼土粒少量

９　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック・焼土小ブロック多量　

10　ロームと黒褐色土の混土　焼土粒少量含む

11　ロームと黒褐色土の混土　焼土を含まない

12　ロームブロック

13　ローム（煙道の天井部）
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第 118 図　Ｈ -１号住居跡②
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第 119 図　Ｈ -１号住居跡出土遺物①
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第 39 表　Ｈ -１号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

19.0
－
－

胴部下半
1/2と底部
欠損

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：橙 5YR6/6

大粒の片岩・
チャート、石
英

良好 外：口縁部ヨコナデ、頸部輪積み痕、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部横ナデ、胴部ヨコのヘラナデ
外面胴部中位に煤付着

床面出土

2
土師器
甑

口径
底径
器高

（22.2）
（6.2）
31.8

口縁部～
胴部 1/2
欠損

外：橙 5YR6/6
内：明赤褐 5YR5/6

大粒のチャー
ト、石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ（摩滅）

床面出土

3
土師器
甑

口径
底径
器高

20.7
8.8
24.7

口縁部 1/4
欠損

外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

大粒のチャー
ト、石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ後にタテ及びヨコのヘラ
ケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ、下端ヘラケズリ

床面出土

4
土師器
小型甕

口径
底径
器高

（16.0）
（6.0）
（15.0）

口縁部と
底部 3/4
残存

外：灰褐 7.5YR4/2
内：にぶい橙 7.5YR6/4

片岩、チャー
ト、石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ
底部に木葉痕

床面出土

5
土師器
小型甕

口径
底径
器高

（13.0）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい橙 7.5YR6/4

片岩、チャー
ト、石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

覆土中

6
土師器
坏

口径
底径
器高

11.6
－
3.8

完形 外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

精良、片岩、
白色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラナデ

カマド左脇
床面出土

7
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.6）
－
－

1/2 残存 外：橙 5YR7/6
内：橙 5YR6/8

精良、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラナデ

覆土中

8
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.6）
－
－

1/6 残存 外：橙 5YR6/8
内：橙 5YR6/8

精良、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ（摩滅）
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ（摩滅）

覆土中

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

9 薦編石
長さ15.30㎝、幅6.18㎝、厚さ4.89㎝、
重さ775.87g

完形 片岩 棒状 覆土中　

10 薦編石
長さ15.70㎝、幅7.28㎝、厚さ2.52㎝、
重さ496.51g

完形 片岩 楕円形 覆土中

11 薦編石
長さ13.59㎝、幅8.15㎝、厚さ3.31㎝、
重さ635.40g

完形 片岩 短冊形、片端部に擦痕 床面出土

12 薦編石
長さ12.77㎝、幅6.24㎝、厚さ3.06㎝、
重さ441.88g

完形 緑色岩類 楕円形、片端部に擦痕 床面出土

13 薦編石
長さ11.52㎝、幅7.06㎝、厚さ3.71㎝、重
さ498.72g

完形 片岩 短冊形、片側面に擦痕 床面出土

14 薦編石
長さ14.13㎝、幅7.74㎝、厚さ3.37㎝、
重さ555.95g

完形 片岩 楕円形 床面出土

15 薦編石
長さ12.66㎝、幅8.15㎝、厚さ3.38㎝、
重さ560.62g

完形 片岩 短冊形、片側面に擦痕 床面出土

16 薦編石
長さ13.00㎝、幅7.71㎝、厚さ2.93㎝、
重さ436.66g

完形 片岩 楕円形、両側面に敲打痕、片端部に擦痕 床面出土

17 薦編石
長さ12.58㎝、幅7.95㎝、厚さ3.75㎝、
重さ572.28g

完形 片岩 短冊形、両端部と片側面に擦痕 床面出土
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Ｈ -２b号住居跡（第 121・122 図、第 41 表、PL.24・66）

位置：H-7・I-7 グリッド。平面形態：方形と推定される。重複：平安時代のＨ -２a住居跡に切られる。調査途

中で重複が判明したため、便宜的にＨ - ２a・b 号住居跡とした。Ｐ -131 を切る。規模：南北 4.9 ｍ、東西も同

規模か。深度：57 ㎝。主軸方位：西壁でＮ -16° - Ｗ。カマド：調査区外の東壁に想定される。柱穴：深さ 28

㎝のＰ４、同 33 ㎝のＰ５が 4本主柱穴の 2本になる。壁周溝：幅 10 ㎝、深さ 5㎝程度で全周する。貯蔵穴：深

さ 33 ㎝のＰ１、同 20 ㎝のＰ２、同 33 ㎝のＰ３があるが、貯蔵穴は特定できない。床面の状態：貼床はなく、

地山が床となり、平坦である。遺構埋没状態：全体的にブロック土が主体で、人為的に埋め戻された可能性が高

い。遺物：覆土中に土師器や須恵器の小片が混入するが、床面からは出土しない。土師器は甕（1 ～ 5）・坏（6

～ 14）、須恵器は蓋（15・16）がある。時期：6世紀後半。

第 40 表　Ｈ -１号住居跡出土遺物観察表②

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

18 薦編石
長さ13.37㎝、幅8.77㎝、厚さ3.46㎝、
重さ13.37g

完形 片岩 楕円形 床面出土

19 薦編石
長さ14.21㎝、幅7.44㎝、厚さ3.84㎝、
重さ565.44g

完形 緑色岩類 短冊形 床面出土

20 薦編石
長さ12.60㎝、幅6.89㎝、厚さ3.79㎝、
重さ521.89g

完形 片岩 楕円形、片端部に擦痕 床面出土

21 薦編石
長さ13.80㎝、幅7.27㎝、厚さ3.62㎝、
重さ468.63g

完形 片岩 楕円形 床面出土

22 薦編石
長さ12.98㎝、幅7.12㎝、厚さ4.03㎝、
重さ546.73g

完形 安山岩 短冊形 床面出土

23 薦編石
長さ10.69㎝、幅7.79㎝、厚さ3.73㎝、
重さ526.66g

完形 片岩 短冊形 床面出土

24 薦編石
長さ12.27㎝、幅6.08㎝、厚さ4.77㎝、
重さ521.69g

完形 片岩 楕円形 床面出土

25 薦編石
長さ12.30㎝、幅7.10㎝、厚さ2.99㎝、
重さ433.23g

完形 緑色岩類 短冊形 床面出土

26 薦編石
長さ23.60㎝、幅7.24㎝、厚さ3.49㎝、
重さ841.56g

完形 片岩 楕円形 床面出土

27 薦編石
長さ12.28㎝、幅7.68㎝、厚さ4.14㎝、
重さ609.18g

完形 片岩 短冊形 床面出土
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Ｈ-2b 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒少量

２　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒・ローム小ブロック多量

３　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

４　黒色土（10YR2/1）　　締り弱い、粘性なし、ローム粒少量、炭化物少量

５　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

６　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒・ロームブロック多量

７　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック少量

８　褐灰色土（10YR4/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック多量
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第 121 図　Ｈ -２b号住居跡
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第２節　古　墳

Ｋ -１号古墳（第 123・124 図、第 42 表、PL.25 ～ 27・66）

位置：L-5・6・7、M-5・6・7 グリッド。平面形態：円墳の周溝を検出した。重複：Ｄ - １・４、Ｐ - ４・12・

19・117を切る。Ｐ-３に切られる。規模：周溝の内周で径10.0ｍ、外周で径13.0ｍと推定される。周溝の幅は1.8

ｍ～ 2.5 ｍである。深度：周溝の深さは 66 ㎝～ 72 ㎝。埋葬施設：埋葬施設は検出されていないが、推定プラン

の中心地にＤ -46（第 123 図、PL29）がある。Ｄ -46 は表土直下から掘り込まれ、結果的にカクランと判断したが、

石室の裏込石のような石が充填され、須恵器甕や円筒埴輪が出土した。同地に石室があった可能性を示している。

円筒埴輪は遺構外出土遺物として扱った。遺構埋没状態：黒褐色土を主体に自然埋没している。葺石のような石

は混入していない。遺物：古墳時代の遺物は少なく、須恵器坏蓋（5）がある。周溝の覆土中には平安時代の遺

物もみられる（1～ 4）。時期：7世紀代と推定され、最終埋没は平安時代まで下る。

第 41 表　Ｈ -２b号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（17.8）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい褐 7.5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR4/4

チャート、石
英、赤色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ハケメ後にヘラナデ

覆土中

2
土師器
甕

口径
底径
器高

（16.8）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄褐 10YR5/3
内：にぶい褐 7.5YR5/4

片岩、チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

3
土師器
甕

口径
底径
器高

（19.8）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい黄褐 10YR5/3

片岩、チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

4
土師器
甕

口径
底径
器高

（15.2）
－
－

口縁部破
片

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

片岩、チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

5
土師器
甕

口径
底径
器高

（23.1）
－
－

口縁部破
片

外：暗灰黄 2.5Y5/2
内：暗灰黄 2.5Y5/2

片岩、チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

6
土師器
坏

口径
底径
器高

10.7
－
3.8

口縁部～
体部 1/3
欠損

外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

精良、白色粒、
赤色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部～底部摩滅
内：口縁部ヨコナデ、体部～底部摩滅

床面出土

7
土師器
坏

口径
底径
器高

(11.0)
－
－

口縁部～
体部 1/3
残存

外：橙 2.5YR6/8
内：橙 2.5YR6/8

精良、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ

覆土中

8
土師器
坏

口径
底径
器高

（9.6）
－
－

1/4 残存 外：橙 2.5YR6/8
内：橙 2.5YR6/8

精良、チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部～底部摩滅
内：口縁部ヨコナデ、体部～底部摩滅

覆土中

9
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
－
－

口縁部 1/5
残存

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

チャート 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

10
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.4）
－
－

口縁部～
体部 1/6
残存

外：にぶい黄褐 10YR5/4
内：にぶい黄褐 10YR5/4

チャート、石
英

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部摩滅
内：口縁部ヨコナデ、体部摩滅

覆土中

11
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.4）
－
－

口縁部破
片

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

チャート、白
色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

12
土師器
坏

口径
底径
器高

（10.4）
－
－

口縁部～
体部 1/5
残存

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい黄橙 10YR6/4

精良、褐色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

13
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.1）
－
－

1/4 残存 外：にぶい黄橙 10YR7/4
内：にぶい黄橙 10YR7/4

チャート、赤
色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ

覆土中

14
土師器
坏

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
体部破片

外：にぶい赤褐 5YR4/4
内：にぶい赤褐 5YR4/4

精良、白色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部指頭痕
内：口縁部～体部ヨコナデ

覆土中

15
須恵器
蓋

口径
底径
器高

（11.6）
－
－

口縁部破
片

外：褐灰 10YR4/1
内：褐灰 10YR5/1

白色粒 普通 ロクロ成形、口縁部に返り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土中

16
須恵器
蓋

口径
底径
器高

－
－
－

天井部～
体部破片

外：にぶい黄 2.5Y6/3
内：黄褐 2.5Y5/3

石英 普通 ロクロ成形
外：ロクロナデ、天井部回転ヘラケズリ
内：ロクロナデ

覆土中
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Ｋ-1 土層注記

１　黒色砂質土（10YR2/1）　締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム粒少量、白色粒少量

２　灰黄褐色土（10YR4/2）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒中量、

　　　　　　　　　　　　　白色粒少量

３　黒色砂質土（10YR2/1）　締りあり、粘性なし、白色粒少量

４　黒褐色土（10YR3/1）　　やや締りあり、やや粘性あり、ローム粒中量、

　　　　　　　　　　　　　白色粒少量

５　黒褐色土（10YR3/1）　　やや締りあり、やや粘性あり、ローム粒多量、

　　　　　　　　　　　　　白色粒少量

６　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ロームブロック（φ3cm）多量、

　　　　　　　　　　　　　黒色土小ブロック少量
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第 123 図　Ｋ -１号古墳
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Ｋ -２号古墳（第 125・126 図、第 43 表、PL.25 ～ 27・66）

位置：E7・F7・G7 グリッド。平面形態：円墳の周溝を検出したが、やや不整形で、南側は周溝が途切れる。重複：

Ｄ -15 を切る。規模：周溝の内周で径 10.0 ｍ、外周で径 13.0 ｍと推定され、Ｋ -１号古墳と同規模である。周

溝の幅は 0.7 ｍ～ 1.7 ｍである。深度：周溝の深さは北端が最大で 94 ㎝、南側は緩やかに立ち上がって途切れ

る。埋葬施設：埋葬施設は検出されていないが、推定プランの中心にカクランが集中しており、石室を解体した

痕跡と考えられる。遺構埋没状態：黒褐色土を主体に自然埋没している。周溝北寄りの上層に礫がまとまって出

土したが、葺石とは考えにくい。遺物：遺物は覆土中に散在するが量は少ない。土師器の甕（1・2）・台付甕（3）・

小壺（4）・坏（5～ 7）、須恵器の𤭯（8）が出土している。時期：7世紀代と推定される。

第 124 図　Ｋ -１号古墳出土遺物

第 42 表　Ｋ -１号古墳出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
埦

口径
底径
器高

（16.4）
－
－

口縁部～
体部破片

外：にぶい黄褐 10YR5/3
内：にぶい黄橙 10YR6/4

石英 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

周溝覆土

2
須恵器
埦

口径
底径
器高

（13.0）
－
－

口縁部～
体部破片

外：にぶい黄橙 10YR7/4
内：にぶい黄橙 10YR7/4

石英 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

周溝覆土

3
須恵器
埦

口径
底径
器高

（13.0）
－
－

口縁部～
体部破片

外：灰黄褐 10YR4/2
内：灰黄褐 10YR4/2

片岩、石英 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

周溝覆土

4
須恵器
蓋

口径
底径
器高

－
－
－

体部破片 外：黄灰 2.5YR5/1
内：黄灰 2.5YR5/1

石英 良好 ロクロ成形
外：ロクロナデ、天井部回転ヘラケズリ
内：ロクロナデ

周溝覆土

5
須恵器
坏蓋

口径
底径
器高

（14.2）
－
－

口縁部破
片

外：灰 5Y6/1
内：灰 5Y5/1

白色粒 良好 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

周溝覆土
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Ｂ

Ｂ
′

Ｂ Ｂ′

カクラン

1
3

45

6

7

2カクラン

カクラン

１

Ⅰ

Ⅲ

Ｋ-2 土層注記

１　黒色土（10YR2/1）　　　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック少量

２　黒色土（10YR2/1）　　　締りあり、粘性なし、ローム粒少量

３　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、ローム粒少量、

　　　　　　　　　　　　　白色粒少量、焼土粒少量

４　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム粒・焼土粒・炭化物少量

５　灰黄褐色土（10YR4/2）　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック・黒色土小ブロック多量

６　黒褐色土（10YR3/1）　　締りあり、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック・黒色土小ブロック多量

７　黒褐色土（10YR3/1）　　やや締り弱い、粘性なし、

　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック多量
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１
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７

８

第 125 図　Ｋ -２号古墳
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第 126 図　Ｋ -２号古墳出土遺物

第 43 表　Ｋ -２号古墳出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（23.0）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄橙 10YR7/4
内：にぶい黄褐 10YR5/4

チャ－ト、石
英

良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

2
土師器
甕

口径
底径
器高

（17.7）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄橙 10YR7/4
内：にぶい黄橙 10YR7/4

片岩、チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

3
土師器
台付甕

口径
底径
器高

－
（9.6）

－

脚台部破
片

外：にぶい赤褐 5YR5/3
内：にぶい橙 7.5YR6/4

チャート 良好 外：脚台部ヨコナデ
内：脚台部ヨコナデ

覆土中

4
土師器
小壺

口径
底径
器高

（10.2）
－
－

口頸部破
片

外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/8

精良、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

5
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.6）
－
－

口縁部～
体部破片

外：橙 5YR6/8
内：橙 5YR6/8

赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

6
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.4）
－
－

口縁部～
体部破片

外：橙 5YR6/8
内：橙 5YR7/8

精良、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ（摩滅）
内：口縁部～体部ヨコナデ

覆土中

7
土師器
坏

口径
底径
器高

（10.4）
－
－

口縁部～
体部破片

外：橙 5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

8
須恵器
𤭯

口径
底径
器高

－
－
－

頸部破片 外：黄灰 2.5Y4/1
内：黄灰 2.5Y6/1

精良、黒色噴
出物

良好 ロクロ成形
外：ロクロナデ、頸部に 2条の凹線
内：ロクロナデ

覆土中
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第３節　遺構外出土遺物

　古墳時代の遺物のうち、ピット出土品や時期の異なる土坑への混入品、遺構確認面出土品を遺構外出土遺物

として扱った（第 127 図、第 44 表、PL.66・67）。ピットからは土師器が少量出土しており、Ｐ -12 で鉢（1）、

Ｐ -35 で甕、Ｐ -42 で坏、Ｐ -106 で坏（1）が確認された。土坑では、縄文時代の土坑Ｄ -14・20・21 へ土師器

の混入があった。Ｄ -46 は 1 号古墳で触れたように、石室に関連したカクランと判断され、本調査で唯一の埴輪

となる円筒埴輪（1）を出土した。いずれも 6世紀後半～ 7世紀のものである。

第 127 図　古墳時代遺構外出土遺物

第 44 表　古墳時代遺構外出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

P-12

1

土師器
鉢

口径
底径
器高

（11.1）
－
－

口縁部～
胴部破片

外：橙 5YR6/8
内：橙 5YR6/8

精良、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ

覆土中

P-106

1

土師器
坏

口径
底径
器高

（11.0）
－
－

口縁部～
体部破片

外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい褐 7.5YR5/4

精良、白色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ

覆土中

D-14

1

土師器
坏

口径
底径
器高

（12.8）
－
－

口縁部～
体部 1/3
残存

外：橙 5YR6/8
内：橙 5YR6/8

チャート、白
色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ

覆土中

D-46

1
円筒埴輪

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破
片

外：明赤褐 5YR5/6
内：明赤褐 5YR5/6

大粒の片岩・
チャート、赤
色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメハケ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメハケ

覆土中

確認面

1

土師器
甕

口径
底径
器高

（11.0）
－
－

口頸部破
片

外：褐 7.5YR4/3
内：灰黄褐 10YR4/2

チャート、石
英

良好 外：口縁部ヨコナデ、頸部ユビナデ
内：口縁部ヨコナデ、頸部ユビナデ

確認面出土
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Ｐ５

床下土坑

Ｐ１
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炉跡長方形土坑

108.50ｍ

Ａ
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108.00ｍ

Ｂ
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107.80ｍ

Ｄ
Ｄ′
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Ｅ Ｅ′

107.60ｍ
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Ｃ
Ｃ′

Ｅ Ｅ′
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11

4

Ⅲ

Ⅱ

14

1

4

7 6 5

2
3

15

16 17焼土

Ⅲ

Ｈ-2a 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒・焼土粒・炭化物少量

２　黒褐色土（10YR3/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒・焼土粒少量、ローム小ブロック少量

３　黒褐色土（10YR3/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム小ブロック少量、ローム粒少量、鉄滓など含む

４　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム粒・ローム小ブロック多量

５　褐灰色土（10YR4/1）　締り弱い、粘性なし、ローム粒少量

６　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック多量

７　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ローム粒少量

８　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、（貼床）上面硬化、ロームブロック多量

９　黒色土とローム小ブロックの混土（貼床状に硬い）焼土粒・炭化物少量、床面の補修か

10　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、焼土小ブロック・ローム小ブロック多量、炭化物少量

11　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量、焼土粒少量

12　黒褐色土（10YR3/1）　やや締りあり、粘性なし、ローム粒少量

13　黒褐色土（10YR3/1）　締りあり、粘性なし、ローム粒多量

14　黒褐色土（10YR3/1）　締り弱い、粘性なし、ローム小ブロック少量

15　褐灰色土（7.5YR4/1）締り弱い、粘性なし、ローム粒多量

16　褐灰色土（7.5YR4/1）締り弱い、粘性あり、炭化物少量

17　炭化物主体　焼土粒・ローム粒少量含む
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第Ⅷ章　平安時代以降

第１節　竪穴住居跡

Ｈ -２a号住居跡（第 128・129 図、第 45・46 表、PL.4・24・28・67）

位置：H-7、I-7 グリッド。平面形態：隅丸方形と推定される。重複：Ｈ - ２a号住居跡を切る。規模：南北で 3.4

ｍである。深度：51 ㎝。主軸方位：北壁でＮ -86° - Ｅである。カマド：調査区外の東壁に想定される。鍛冶遺

第 128 図　Ｈ -２a号住居跡
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構：住居中央に炉跡が検出された。炉跡はやや楕円形 32 × 45 ㎝の規模で、深さ 18 ㎝である。底面は南側半分

が赤く焼け締っており、炉跡内では炭化物の堆積と羽口の出土が確認された。周辺から鉄滓や鍛造剥片が出土し

たため、鍛冶炉と判断された。炉跡の北隣りには、84 × 63 ㎝の長方形土坑があり、深さ 3 ㎝を測る。長方形土

坑は鍛造剥片をほとんど出土しないことから、鞴座跡と考えられる。炉跡の南側には深さ35㎝のＰ３があり、ピッ

ト内から鍛造剥片が大量に出土した。鍛冶に伴う作業用ピットと考えられる。柱穴：ピットは深さ 10 ㎝のＰ１、

同 18 ㎝のＰ２、同 20 ㎝のＰ４があるが、柱穴は確定できない。壁周溝：なし。貯蔵穴：北壁沿いの深さ 43 ㎝

のＰ５があるが、特定はできない。床面の状態：南側がやや高くなり、その部分だけ貼床が確認され、床下には

深さ 22 ㎝の床下土坑が確認された。遺構埋没状態：黒褐色土で埋没する。遺物：須恵器埦（1～ 9）、羽釜（10）、

灰釉陶器皿（11・13）・埦（12）が出土している。1 はＰ４内で逆位で出土した。6・7 はＨ - ２b 号住居跡への

混入品である。鍛冶に関連するものは、羽口（14）、鉄滓、鍛造剥片、粒状滓がある。時期：9世紀後半。

第 129 図　Ｈ -２a号住居跡出土遺物
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第 46 表　Ｈ -２a号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
埦

口径
底径
器高

15.3
7.6
6.5

完形 外：灰黄褐 10YR4/2
内：にぶい黄褐 10YR5/4

大粒のチャー
ト、石英

未還元 ロクロ成形、底部高台貼付時のナデ
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

P4 出土

2
須恵器
埦

口径
底径
器高

（14.4）
－
－

口縁部破
片

外：黒 2.5Y2/1
内：黒褐 2.5Y3/1

白色粒 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

床面出土

3
須恵器
埦

口径
底径
器高

（14.4）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄褐 10YR5/3
内：黒褐 10YR3/1

チャート、石
英

未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

P3 出土

4
須恵器
埦

口径
底径
器高

（13.0）
－
－

口縁部破
片

外：黄灰 2.5Y5/1
内：黄灰 2.5Y5/1

チャート、石
英

未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

床面出土

5
須恵器
埦

口径
底径
器高

（11.4）
－
－

口縁部破
片

外：灰 5Y4/1
内：灰 5Y5/1

石英、白色粒 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

床面出土

6
須恵器
埦

口径
底径
器高

（12.2）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい橙 7.5YR6/4

石英 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

H-2b 覆土中

7
須恵器
埦

口径
底径
器高

（12.0）
－
－

口縁部破
片

外：にぶい黄褐 10YR5/4
内：にぶい黄褐 10YR5/4

石英、白色粒 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

H-2b 覆土中

8
須恵器
埦

口径
底径
器高

－
（6.0）

－

底部 1/2
残存

外：黒褐 2.5Y3/1
内：黒褐 2.5Y3/1

石英 未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土中

9
須恵器
埦

口径
底径
器高

－
（5.4）

－

底部破片 外：にぶい黄 2.5Y6/4
内：にぶい黄 2.5Y6/3

石英 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土中

10 羽釜
口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 外：にぶい黄橙 10YR7/4
内：にぶい黄橙 10YR7/4

石英 良好 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：摩滅

覆土中

11
灰釉陶器

皿

口径
底径
器高

（13.8）
－
－

口縁部破
片

外：灰白 5Y7/1
内：灰白 5Y7/2

精良 良好 ロクロ成形、釉は漬け掛け
外：ロクロナデ、体部回転ヘラケズリ
内：ロクロナデ

床面付近

12
灰釉陶器

埦

口径
底径
器高

（12.6）
－
－

口縁部破
片

外：灰白 5Y8/1
内：灰白 5Y7/2

精良 良好 ロクロ成形、釉は漬け掛け
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土中

13
灰釉陶器

皿

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部細
片

外：灰白 5Y7/1
内：灰白 5Y7/1

精良 良好 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

床面出土

14
土製品
羽口

口径
底径
器高

－
－
－

端部付近
破片

外：黄灰 2.5Y5/1
内：黄灰 2.5Y5/1

片岩、チャー
ト

良好 端部が溶解する、磁着あり
推定径 6.8 ㎝、推定孔径 2.0 ㎝

炉跡出土

第 45 表　Ｈ -２a号住居跡出土鍛冶関連遺物重量表

種類 床面上覆土 床　面 炉　跡
長方形土坑

（鞴座跡）
Ｐ３

鍛造剥片（薄） 0.28g 24.48g 13.26g 0.11g 98.18g

鍛造剥片（厚） 0g 0g 4.66g 0g 41.03g

粒状滓 0g 0.35g 4.20g 0g 6.04g

炭化物 0.96g 0.87g 55.92g 2.37g 2.50g
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D-11

D-27

D-34

ト
レ
ン
チ

108.00ｍ

Ａ

Ａ′

Ａ Ａ′

107.20ｍ

Ａ

Ａ′

Ａ Ａ′

108.10ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

１

２

３

１

2

１

Ｄ-11 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）締りあり、やや粘質、ローム中ブロック多量、炭化物少量

２　黒褐色土（10YR3/1）締りあり、やや粘質、ローム少量、焼土粒・炭化粒少量

３　黒色土（10YR2/1） 　やや締りあり、やや粘質、ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量

Ｄ-34 土層注記

１　黒褐色土（10YR3/1）　やや締り弱い、粘性なし、ロームブロック多量

２　炭化物主体、やや締り弱い、粘性なし、焼土粒・ローム粒少量

Ｄ-27 土層注記

１　黒色土（10YR2/1） 　締りあり、粘性なし、ローム小ブロック多量

0

1/30

1m

第２節　土　坑

Ｄ -11 号土坑（第 130 図、PL.29）

位置：E-9 グリッド。平面形態：隅丸長方形の角に張り出しがある。重複：Ｄ -14 号土坑を切る。規模：長軸 1.19

ｍ、短軸 0.65 ｍ。南東隅の張り出しは長さ 27 ㎝、幅 14 ㎝で、緩やかに立ち上がる。深度：27 ㎝。主軸方位：

Ｎ -62° - Ｅ。覆土：焼土・炭化物を含む黒色土ないし黒褐色土で埋没する。出土遺物：なし。備考：形状や焼

土の存在から、通風溝をもつ火葬跡の可能性を指摘できる。中世のものか。

Ｄ -27 号土坑（第 130 図、PL.29）

位置：J-7 グリッド。平面形態：不整円形。重複：なし。規模：長軸 98 ㎝、短軸 89 ㎝。深度：17 ㎝。覆土：ロー

ムブロックを含む黒色土の単層。出土遺物：縄文土器や土師器甕の破片が数点出土した。時期：平安時代か。

Ｄ -34 号土坑（第 130 図、PL.29）

位置：C-13 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.12 ｍ、短軸 0.83 ｍ。深度：54 ㎝。

主軸方位：Ｎ -89° - Ｗ。覆土：10 ㎝ほどの炭化物層の上にロームブロックを多量に含む黒褐色土が堆積する。

出土遺物：縄文土器片数点が出土した。時期：不明。備考：北東隅を除く内壁が焼けており、何かの焼成に使用

された土坑と考えられる。底面には、対になる 4基の小ピットがある。

第 130 図　Ｄ -11・27・34 号土坑
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第３節　ピット

　ピットは 149 基検出された。縄文時代や古墳時代のピットが含まれる可能性があるが、時期の特定が困難であ

るため、便宜的に一覧表（第47～49表）で示した。

　

第 47 表　ピット一覧表①

ピット
番号

位置 
（グリッ

ド）
形状 長径 

（㎝）
短径 
（㎝）

深さ 
（㎝） 切り合い 出土遺物 備考

P-1 M-7 円形 26 25 104 K-1 と重複

P-2 M-7 楕円形 40 32 123 K-1 に切られる

P-3 M-7 円形ヵ 28 <24> 84 K-1 を切る

P-4 M-7 円形ヵ 42 <21> 43

P-5 L-6 楕円形 27 20 41 K-1 と重複

P-6 L-6 円形 16 15 34 K-1 と重複

P-7 L-6 円形 28 26 33 K-1 と重複

P-8 L-6 円形 23 20 47 K-1 と重複

P-9 L-6 円形 23 22 47 K-1 と重複

P-10 M-5
M-6 楕円形 58 50 19 D-3 と重複 縄文土器

P-11 M-6 円形 46 43 20 D-3 と重複 縄文土器

P-12 L-5
L-6 不整形ヵ 65 <59> 66 K-1 に切られる 土師器鉢

P-13 L-6
M-6 楕円形ヵ 65 <45> 23 P-14 に切られる

P-14 L-6
M-6 円形 71 69 14 P-13 を切る

P-15 M-6 楕円形ヵ 49 44 27 D-3 と重複

P-16 M-6 円形 52 50 13 D-3 と重複

P-17 M-6 不整形 92 68 18 K-1、D-3 と重複 縄文土器

P-18 M-6 不整形 62 50 34

P-19 M-6 円形 39 35 22 K-1 と重複

P-20 L-6 楕円形 (59) 36 22 K-1 と重複 縄文土器

P-21 L-6 楕円形 37 30 20 K-1 と重複

P-22 L-5
L-6 円形 33 31 47 K-1 と重複

P-23 K-6
L-6 不整形 70 (46) 42 K-1 と重複

P-24 L-6 不整形 (43) 19 27 K-1 と重複

P-25 K-6
L-6 楕円形 57 44 22 P-26

P-26 K-6
L-6 不整形 77 55 27 D-7 に切られる、P-25 と

重複

P-27 L-6
L-7 円形 61 (55) 50 K-1 と重複

P-28 J-6 楕円形ヵ <74> 77 41 須恵器埦

P-29

J-6
J-7
K-6
K-7

楕円形ヵ (110) 56 30 P-30 に切られる 縄文土器

P-30 J-6
J-7 楕円形ヵ 93 72 11 P-29 を切る

P-31 K-7 不整形 65 56 13

P-32 J-7 円形 23 21 35

P-33 J-7 円形 24 22 22

P-34 G-6 楕円形ヵ 48 <34> 23 D-50 と重複

P-35 G-7 楕円形 37 29 47 土師器甕

P-36 G-7 楕円形 39 32 27

P-37 G-8 不整形 34 28 42

P-38 F-7
F-8 楕円形 57 46 19 黒曜石

P-39 F-7
F-8 不整形 66 58 12

P-40 F-7 円形 49 46 25

P-41 F-8
F-9 楕円形ヵ 83 <65> 48 D-45 と重複

P-42 E-8 楕円形 49 41 50 縄文土器、土師器坏

P-43 E-8 円形 22 20 50 D-21、D-38 と重複

P-44 D-8
E-8 円形ヵ 24 <16> 53

P-45 F-8 楕円形 41 33 19

P-46 I-7 楕円形 42 34 29
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第 48 表　ピット一覧表②

ピット
番号

位置 
（グリッ

ド）
形状 長径 

（㎝）
短径 
（㎝）

深さ 
（㎝） 切り合い 出土遺物 備考

P-47 H-6 楕円形 68 59 10

P-48 M-6
M-7 円形 39 37 59

P-49 M-6 円形 41 36 55 K-1 と重複

P-50 L-7 不整形 26 18 105 K-1 と重複

P-51 L-6
L-7 楕円形 31 24 76 K-1 と重複

P-52 L-6 円形 28 25 48 K-1 と重複

P-53 I-6
J-6 円形ヵ 33 <33> 44 縄文土器

P-54 I-6 円形 59 54 16 縄文土器

P-55 D-10 円形 47 42 37

P-56 E-9 円形 61 61 32 剥片

P-57 D-9 不整形 74 <73> 32 剥片

P-58 E-9 円形 23 22 69 D-14 と重複

P-59 D-9 円形 19 17 33 D-14 と重複

P-60

E-8
E-9
F-8
F-9

円形ヵ 58 <45> 20 D-22 と重複 縄文土器

P-61 L-6 不整形 <56> (50) 38 K-1、D-8 と重複 縄文土器

P-62 M-6 円形ヵ 69 <43> 52 K-1、D-3 と重複

P-63 B-14 楕円形 25 21 7

P-64 B-14 楕円形 30 22 28

P-65 B-14
C-14 楕円形 45 33 59 縄文土器

P-66 C-14 円形 24 21 49

P-67 C-15 不整形 35 22 30

P-68 B-15 円形 32 30 13

P-69 B-15 楕円形 35 22 27

P-70 B-15 不整形 30 24 27 棒状礫（結晶片岩）

P-71 B-15 不整形 52 35 44

P-72 B-15
C-15 円形 28 25 31

P-73 C-15 円形 29 26 33

P-74 C-15 不整形 51 46 17 縄文土器

P-75 C-15 楕円形 49 36 80

P-76 C-15 円形 24 21 29

P-77 C-15 円形 30 26 37

P-78 B-15
C-15 円形 27 25 3

P-79 B-15 円形 21 18 7

P-80 B-15 不整形 23 17 12

P-81 B-15 楕円形 29 21 32

P-82 B-15 不整形ヵ <50> 47 13

P-83 B-15
B-16 不整形 39 31 56

P-84 B-15
B-16 不整形 36 31 38

P-85 B-16
C-16 円形 24 22 28

P-86 B-16 円形 28 25 34

P-87 B-16 不整形 31 29 45

P-88 B-16 円形ヵ 31 <22> 7

P-89 C-17 楕円形 28 19 48

P-90 C-15 円形 26 22 30

P-91 C-14 不整形 68 58 23

P-92 D-12
D-13 不整形 45 47 8

P-93 C-11 楕円形 30 24 25

P-94 C-11 楕円形 44 27 9

P-95 C-11 円形 30 26 42

P-96 C-12 不整形 40 30 37

P-97 C-12 円形 27 24 11

P-98 C-14 不整形 44 40 18 縄文土器

P-99 C-14 楕円形 57 44 13

P-100 B-14 不整形ヵ 66 <36> 19 縄文土器

P-101 F-8 楕円形 37 25 21

P-102 E-7
E-8 円形ヵ 55 <39> 41 D-32 と重複 縄文土器
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第 49 表　ピット一覧表③

ピット
番号

位置 
（グリッ

ド）
形状 長径 

（㎝）
短径 
（㎝）

深さ 
（㎝） 切り合い 出土遺物 備考

P-103 E-8 円形 24 23 15

P-104 E-9
E-10 楕円形 34 26 43

P-105 C-10 円形 28 25 24

P-106 K-7 楕円形ヵ 44 <27> 75 土師器甕

P-107 H-6
I-6 楕円形 51 32 35 縄文土器

P-108 I-6 楕円形 44 38 54 縄文土器

P-109 C-16 円形 31 29 45 縄文土器

P-110 B-17 不整形 62 50 31

P-111 I-7 円形ヵ 41 <25> 66 H-2b と重複

P-112 H-6 円形 31 30 17

P-113 K-7 円形 27 23 91

P-114 J-7 不整形ヵ <31> 30 66 D-27 と重複

P-115 L-6
M-6 円形 27 24 41 K-1 と重複

P-116 M-6 楕円形 27 18 86 K-1 と重複

P-117 L-7 楕円形ヵ 75 <28> 21 K-1 と重複

P-118 L-6 円形 23 21 53 K-1 と重複

P-119 L-7 楕円形 (27) 21 34 P-27 と重複

P-120 L-5 楕円形 34 26 122 K-1 と重複

P-121 L-6 不整形 26 21 81 K-1 と重複

P-122 L-6 不整形 24 22 73 K-1 と重複

P-123 L-6 円形 (15) (13) -

P-124 K-7 円形 20 17 27

P-125 K-7 不整形 28 24 32

P-126 K-7 円形ヵ 16 <9> 18

P-127 K-7 不整形 20 16 31

P-128 J-6
J-7 不整形 34 22 30

P-129 J-6 円形 20 18 42

P-130 I-7 楕円形ヵ 32 <25> 13 H-2b と重複

P-131 I-7 楕円形ヵ <49> 30 18 H-2b と重複

P-132 H-6 楕円形 26 22 34

P-133 G-7 楕円形 22 19 90 K-2 と重複

P-134 E-9 楕円形 60 42 11

P-135 E-9 楕円形 55 30 20

P-136 E-10 不整形ヵ 36 <31> 12

P-137 E-10 不整形 30 22 17

P-138 E-10 円形 25 24 28

P-139 D-9 不整形 55 32 25 D-17 と重複

P-140 D-9 不整形 51 40 35

P-141 D-9 円形ヵ 98 <43> 22

P-142 D-10 円形 26 24 44

P-143 D-10
E-10 円形 38 35 14

P-144 C-10 円形 18 17 21

P-145 D-11 円形 21 19 8

P-146 D-11 楕円形 21 16 31

P-147 C-12 不整形 73 39 46 M-1 と重複

P-148 C-17 円形 20 19 35

P-149 B-17 楕円形 61 46 30
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第Ⅸ章　自然科学分析

第１節　テフラ分析

早田　勉（㈱火山灰考古学研究所）

１．はじめに

  関東地方北西部に位置する藤岡市とその周辺には、浅間や榛名など北関東地方とその周辺に分布する火山のほ

か、中部地方や中国地方さらには九州地方など遠方に位置する火山から噴出したテフラ（火山砕屑物，いわゆる

火山灰）が数多く降灰している。とくに後期更新世以降に降灰したそれらの多くについては、層相や年代さらに

岩石記載的な特徴がテフラ・カタログ（町田・新井，1992，2003，2011）などに収録されており、考古遺跡など

で調査分析を行いテフラを検出することで、地形や地層の形成年代さらには考古学的に遺物や遺構の年代などに

関する研究を実施できるようになっている。

　藤岡市三ツ木東原Ｂ遺跡における発掘調査でも、テフラ層が認められるとともに、層位や年代が不明な石器が

検出されたことから、地質調査を実施して土層の層序やテフラ層の記載を行った上で分析試料を採取し、実験室

内でテフラ分析（テフラ検出分析）を実施して、すでに年代が明らかにされている指標テフラと石器の層位関係

の把握を行った。調査分析の対象は、発掘調査区の北壁と南壁である。

２．調査地点の土層層序

（１）調査区北壁

　調査区北壁では、本遺跡で認められるいわゆるローム層をよく観察できた（第 131 図）。ここでは、下位より

灰色のクラックが発達した暗赤褐色粘質土（層厚 17cm 以上）、灰色がかった暗赤褐色粘質土（層厚６cm）が認め

られる。調査区では、最下位の土層から石器などが多く検出されている。

　その上位がいわゆるローム層に相当する堆積物で、それは下位より成層したテフラ層（層厚 19cm）、橙色軽石

混じり灰褐色土（層厚 16cm，軽石の最大径６mm）、灰色粗粒火山灰層（ブロック状，最大層厚３cm）、褐色砂質

土（層厚２cm）、成層したテフラ層（ブロック状，最大層厚８cm）、炭化物混じり灰色土（層厚２cm）、黄褐色砂

質土（層厚 0.8cm）、細粒の黄橙色軽石層（ブロック状，最大層厚８cm，軽石の最大径３mm）、黄色軽石に富む灰

色砂質土（層厚 10cm，軽石の最大径６mm）、砂分を多く含む黄褐色土（層厚 11cm）、白色粗粒火山灰を少し含む

やや灰色がった黄褐色土（層厚 17cm）、黄色軽石混じりで白色粗粒火山灰を多く含む、やや灰色がかった黄褐色

土（層厚 19cm，軽石の最大径４mm）、黄色軽石混じり黄褐色土（層厚８cm，軽石の最大径５mm）からなる。

　このうち、下位の成層したテフラ層は、下位より黄色粗粒火山灰層（層厚２cm）、風化が進んだ白色粗粒火山

灰層（層厚３cm）、橙色軽石層（層厚 14cm，軽石の最大径 11mm）からなる。一方、上位のテフラ層は、下部が橙

色の軽石質粗粒火山灰層（層厚２cm）、上部が黄橙色軽石を多く含む灰色粗粒火山灰層（層厚６cm，軽石の最大

径３mm）からなる。このテフラ層は、層相から、約 2.4 ～ 2.9 万年前に浅間火山から噴出した浅間板鼻褐色軽石

群（As-BP Group，新井，1956，1962，町田・新井，1992，早田，1995，竹本・久保，1995，早川，2010，関口ほか，

2011，早田，2016 など）の最下部にある室田軽石（MP，森山，1971，早田，1990）である。

　また、それより上位の複数のテフラ層は、層位から MP より上位の As-BP Group の構成層に相当する。最近、

早田（2016）は、安中市横川で 11 層ものテフラ層を認めており、下位より松井田１～ 12 テフラ（Mt-1 ～ Mt-

12）と呼んでいる。
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  それより上位のやや灰色がかった黄褐色土中に含まれる黄色軽石や白色粗粒火山灰は、層位や岩相から、約

２万年前に浅間火山から噴出した浅間大窪沢軽石群（As-Ok Group，中沢ほか，1985，町田・新井，1991，早田，

1996，2016 など）と考えられる。このテフラ群は、下位の大窪沢第１軽石（As-Ok1）と上位の大窪　沢第２軽

石（As-Ok2）からなるが、現段階においてその識別は難しい。

　また、ローム層最上部に含まれる黄色軽石は、調査区南壁の同層準に認められる成層したテフラ層に由来す

ると考えられる。このテフラ層は、下位より黄色軽石層（最大層厚３cm）、桃灰色砂質細粒火山灰層（最大層厚

0.3cm）、褐色砂質細粒火山灰層（最大層厚２cm）、細かく成層した黄灰色粗粒火山灰層（最大層厚２cm）からなり、

その特徴から、約 1.5 ～ 1.65 万年前に浅間火山から噴出した浅間板鼻黄色軽石（As-YP，新井，1962，町田・新

井，1992，2003，2011）に同定できる。

　ローム層の上位には腐植質土壌が認められる。それは下位より新鮮な白色軽石を多く含む暗灰色土（層厚６

cm，軽石の最大径３mm）と、新鮮な白色軽石混じり暗灰色土（層厚 16cm，軽石の最大径３mm）からなる。この

テフラは、層位や岩相から 1783（天明３）年に浅間火山から噴出した浅間Ａ軽石（As-A, 荒牧，1962，新井，

1979）と考えられる

（２）調査区南壁

  調査区南壁の下部では、石器検出層準付近の土層をさらによく観察できた（第 132 図）。ここでは、下位より

暗赤褐色土（層厚 20cm）、灰褐色粘質土（層厚４cm）、やや褐色がかった灰色土（層厚３cm）、砂混じり褐色粘質

土（層厚３cm）、成層したテフラ層（層厚３cm 以上）が認められる。このうち、暗赤褐色土にはクラックが発達

しており、それは、灰色粘質土で充填されている。

３．テフラ検出分析

　藤岡市域の台地部でローム層が認められる場合、その最下部付近にガラス質火山灰層が認められることがある。

今回は肉眼でそれを確認できなかったことから、調査区の北壁と南壁で採取された試料のうち、MP より下位の

11 点についてテフラ検出分析を行って、その層位を確かめることになった。分析の手順は次のとおりである。

１）試料８ｇを秤量。

２）超音波洗浄装置を用いて泥分を除去。

３）恒温乾燥器により 80℃で乾燥。

４）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の量や特徴を観察。

　分析結果

　テフラ検出分析の結果を第 50 表に示す。調査区北壁では、試料 10 に無色透明のバブル型ガラスが少量含まれ

ている。このタイプの火山ガラスは、試料 11 にもわずかに認められる。試料 10 には、ほかにジェリー状の無色

透明の軽石型ガラスも含まれている。調査区北壁の試料に含まれる磁鉄鉱など不透明鉱物以外の重鉱物には、斜

方輝石、単斜輝石、角閃石が認められる。

  調査区南壁では、いずれの試料から無色透明のバブル型ガラスが検出された。このうち、試料６、試料５、試

料１には、ジェリー状の無色透明の軽石型ガラスが少量含まれている。また、試料１では、ほかに白色のスポン

ジ状軽石型ガラスも検出される。

４．考察－広域テフラの降灰層準とクラックの形成時期について

  テフラ検出分析で検出された無色透明のバブル型ガラスは、その特徴から約３万年前に南九州地方の姶良カル
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第 131 図　土層柱状図（左：調査区北壁、右：調査区南壁）

デラから噴出した姶良 Tn 火山灰（AT，町田・新井，1976，2011，早田，2016 など）に由来すると考えられる。

その降灰層準は、調査区北壁における分析の結果、MP 直下の試料 10 採取層準にあったと推定される。

　試料１では、ほかに、無色透明のジェリー状軽石型ガラスが含まれているが、これは、MP の最初の段階のテ

フラが混入していることによるものと推定される。実際、この試料付近では、磁鉄鉱など不透明鉱物以外の重鉱

物として斜方輝石や単斜輝石が認められ、角閃石はほとんど含まれていない。

　したがって、本遺跡の発掘調査で検出された石器の多くは、暗赤褐色土中から検出されていることから、その

第 50 表　テフラ検出分析結果
表1 三ツ木東原B遺跡におけるテフラ検出分析結果

地点  試料 　　　 　　軽石・スコリア 　　  　　　　　　　火山ガラス 重鉱物

量 色調  最大径 量 形態 色調 （不透明鉱物以外）

調査区北壁 　　10 * bw，pm（je） 無色透明 opx，cpx，am

　　11 (*) bw 無色透明 opx，cpx，am

　　12 opx，cpx，am

　　13 opx，cpx，am

調査区南壁 　 　1 * pm（sp, je） 無色透明，白 opx，cpx

　　 2 (*) pm（je），bw 無色透明 opx，cpx

　　 3 * bw 無色透明 opx，cpx

　　 4 * bw 無色透明 opx，cpx，am

　　 5 * bw＞pm（je） 無色透明 opx，cpx，am

　　 6 * bw＞pm（je） 無色透明 opx，cpx，am

　　 7 (*) bw 無色透明 opx，cpx，am

****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない，（*）：非常に少ない．

bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，sc：スコリア型，sp：スポンジ状，fb：繊維束状，je：ジェリー状．

ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石，mc：雲母．　
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層位は AT より下位と考えられる。また、クラックの形成開始時期に関しては不明な点があるものの、クラック

を埋めた灰色粘質土中には AT に由来する火山ガラスが含まれていることから、AT 降灰後に埋没したと考えられ

る。

５．まとめ

  藤岡市三ツ木東原Ｂ遺跡において、地質調査を実施して地質層序を記載するとともに、採取した試料を対象

にテフラ分析（テフラ検出分析）を行って、本遺跡に堆積している後期旧石器時代のテフラ層序を明らかにし

た。本地点で認められるテフラは、下位より姶良 Tn 火山灰（AT，約 2.8 ～３万年前）、浅間板鼻褐色軽石群（As-

BP Group，約 2.4 ～ 2.9 万年前）を構成するテフラ層のうちの室田軽石を含む６層、浅間大窪沢軽石群（As-Ok 

Group，約２万年前）、浅間板鼻黄色軽石（As-YP，約 1.5 ～ 1.65 万年前）、浅間Ａ軽石（As-A，1783 年）に同定

される可能性が非常に高い。また、今回の発掘調査で検出された石器の多くの層位は、AT より下位と考えられる。
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三ツ木東原Ｂ遺跡火山灰調査写真図版

写真１ 調査区北壁上部

浅間板鼻褐色軽石群（ ，下半部）と浅間大

窪沢軽石群（ ，ねじり鎌の刃先より上位）

の産状．

写真２ 調査区南壁下部

下位よりおもな石器包含層（クラック発達）

、 姶良 火山灰（ ）を含む土層、

のうちの室田軽石層（ ）．

写真３ 調査区北壁・試料

中央： に由来する無色透明のバブル型ガラ

ス．

第 132 図　テフラ分析写真
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第２節　光ルミネッセンス（OSL）年代測定

下岡　順直（立正大学）

１．はじめに

　三ツ木東原 B 遺跡における遺跡堆積物の時間情報を得ることを目的として、光ルミネッセンス（optically 

stimulated luminescence; OSL）年代測定（Huntley ほか 1985）を行った。OSL 法は、太陽光を浴びることで

鉱物中の OSL 信号がゼロリセット（年代の初期化）された風成・水成堆積物などに対して有効な年代測定法であ

る。OSL 年代測定法は、ゼロリセットされたイベントの発生時から現在までに蓄積した放射線量（蓄積線量）と、

一年間に吸収する放射線量（年間線量）を見積もる。そして OSL 年代は、

OSL 年代 ＝ 蓄積線量 ÷ 年間線量

で求まる。

　今回、2017 年に調査された三ツ木東原 B遺跡で、旧石器が検出された 3トレンチの VIIb 層（暗茶褐色粘土層）

について得られた OSL 年代を報告する。試料は 3 トレンチ北壁断面において、VIIb 層の灰白色土クラックがあ

まり入っていないところ（第 133 図）を、暗幕で遮光した状態で露光している地層断面の表面を数 cm 程度削り

落とした後、遮光できるアルミ袋に土壌を採取した。

２．試料処理

　試料処理は、1 ℓ x 程度の暗赤色灯下の暗室で行った。まず、試料を水に入れて土塊を砕いた。その後攪拌し、

5 分間放置して浮遊物と沈殿物に分離した。浮遊物は、10％過酸化水素水で 15 時間処理、および 20％塩酸で 1

時間処理を行った。次に、20％珪フッ化水素酸を用いて 11 日間処理し、石英のみを抽出した。最後に、超純水

中で試料を懸濁させ、沈降法により粒度調整を行い、粒径 10 μ m 程度の粒子を抽出した（以下、ナチュラル試

料）。ナチュラル試料が石英に純化されているかは、赤外光励起ルミネッセンス（IRSL）測定をして、IRSL 信号

はほぼバックグラウンドレベルであることを確認した。

３　OSL 年代測定

　３−１　蓄積線量測定

　蓄積線量評価は、Single aliquot regenerative-dose（SAR）法（Murray and Wintle 2000）を採用した。OSL

測定には、OSL 自動測定装置 NRL-99-OSTL2-KU（下岡ほか 2015）を使用した。OSL 自動測定装置に装着した小型

X 線管球による放射線照射は、線量率 9.6 ± 1.4 Gy/ 分（下岡ほか 2015）とした。SAR 法による OSL 測定手順を

第 51 表に示す。OSL 測定前のプレヒート温度条件は、200 〜 300℃（保持時間 60 秒）までプレヒート温度を 20

℃間隔で変化させて得られたみかけの等価線量が安定する領域（プラトー領域）から決定した。SAR 法による繰

り返し測定のためのカットヒート条件は 160℃、ホットブリーチ条件は 250℃で 40 秒間を用いた。

　３−２　年間線量測定

　年間線量評価では、まず、試料採取後に試料を乾燥させるとともに、含水比を計測した。その後、試料 30 g

を秤量して所定のプラスチックケースに封入した。そして、旧キャンベラジャパン株式会社製 7229P-7500S-2019

ゲルマニウム半導体検出器（下岡ほか 2018）によるγ線スペクトル法（長友、1991）で U、Th、K 濃度を計測した。

線量率への換算式（Guérin et al 2011）により、計測した U、Th、K 濃度から年間α線量、年間β線量、年間γ

線量を計算した。換算式を用いて計算する際、含水比補正を行った。なお、蓄積線量評価に粒径 10 μ m 程度の
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石英を用いたので、α線のルミネッセンス効率は 3.8 ± 0.2％（Rees-Jones 1995）を用いた。年間宇宙線量は、

埋没深度（Prescott and Hutton 1994）を考慮して 0.11 mGy/ 年として計算した。これら見積もった年間α線量、

年間β線量、年間γ線量、年間宇宙線量を合計して年間線量とした。

４　結果と考察

プレヒート温度条件は、260 〜 280℃でみかけの等価線量がほぼ一定となるプラトー領域になったので、プレ

ヒート温度条件として 270℃を採用した。次に、Dose recovery test（n=4）を行い、SAR 法の測定条件が試料に

適合しているか判定した。まず、人為的に試料の OSL 信号をゼロリセット後に人為照射した 50 Gy に対し、プレ

ヒート条件 270℃を用いて SAR 法による OSL 測定で再現した等価線量との比（線量比）は、0.94 ± 0.08 であっ

た。Wintle and Murray（2006）の判定基準を基にすると、線量比が 10％以内の場合、決定した測定条件が試料

に対して適合していると判断する。よって、今回決定した測定条件は、試料に適合しているとみなされる。この

測定条件を用い、SAR 法による OSL 測定を複数回（14 回）行った。このうち、13 回において等価線量が求めら

れた（1 回については、データのばらつきが大きくなり、線量評価を行うことができなかった）。等価線量の分

布（n=13）を、Radial plots（Vermeesch 2009）したものを第 134 図に示す。蓄積線量は、等価線量の分布より

Central age model（Galbarith ほか 1999）を採用して評価した結果、52.3 ± 2.5 Gy となった（第 52 表）。

　年間線量は、年間α線量、年間β線量、年間γ線量と年間宇宙線量を合計して求めた結果、1.68 ± 0.07 mGy/

年となった。

以上の結果より、OSL年代は蓄積線量を年間線量で除することで、31± 1.9 ka（kaは千年前）と求まった。なお、

等価線量の過分散（overdispersion: σ OD）は、14％であった（第 52 表）。Olley ほか（2004）では、蓄積線量

の過分散が 20％以下の場合は、光によるゼロリセットが十分なされているとしているので、試料はゼロリセッ

トが十分といえる。ただし、複数回測定による等価線量の分布をヒストグラムで示すと、2 つのピークがあるこ

とがわかった（第135図）。そこで、Finite mixture model（Galbarith and Green 1990）を用いて成分（population）

分離を試みた（第 134 図）。その結果、2 つの成分に分離でき、ぞれぞれ 46.5 Gy と 62.9 Gy となった。これら

等価線量に対して OSL 年代を仮に求めると、28 ka と 38 ka となった。VIIb 層は、等価線量の過分散よりゼロリ

セットは十分と評価したものの、大まかには38〜28 kaの間で撹乱や生物擾乱などを含むプロセスを経過した後、

地層として残されたことが今回の結果は示唆していると考えられる。試料採取の際、できるだけ VII 層のクラッ

ク土壌などは避けて採取したものの、クラック土壌以外にも試料に含有する粒子は複雑なゼロリセットプロセス

を経たものと考えられる。そのため、得られた年代値 31 ± 1.9 ka は、VIIb 層の平均的な値となるだろう。

層位的には、VIIb 層は VI 層の浅間板鼻褐色軽石群（As-BPg）やその一部である VIc 層の室田軽石（As-MP）

より下位であり、As-BPg や As-MP の数値年代は現在のところそれぞれ 27.0〜24.5 ka、29.2 ka（早田 2019）で

ある。また、VIIa層には姶良Tn火山灰がクリプトテフラとして検出されている（本報告書記載の基本層序を参照）。

以上の層位的な検討から、今回得られた VIIb 層の OSL 年代 31±1.9 ka は、層序的に整合性のある結果となった。
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第 133 図　３トレンチ北壁断面における

　　　　　OSL 測定用試料採取位置 (Ⅶ b層）

第 51 表　SAR 法による OSL 測定手順

第 52 表　Central Age Model を用いて評価した OSL 年代測定結果



- 160 - - 161 -

第 134 図　等価線量の Radial plots と Finite mixture model による解析

第 135 図　複数回測定による等価線量の分布
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図 2　等価線量の Radial plots と Finite mixture model による解析
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第Ⅹ章　総　括

1. 旧石器時代

　3 号トレンチの AT 層下位暗色帯（Ⅶ b 層）から出土した石器は、10 箇所のブロックから構成されるブロック

群となった（第 137 図）。1・8 ブロックを除く多くのブロック間で接合関係がみられることから、同時期に形成

されたブロック群と判断され、ブロックの配置は環状ブロック群となる可能性が高い。9・10 ブロックを中央広

場とすると、2～8ブロックの外縁部で直径約16ｍ規模の環状ブロック群となる。ブロックは径1.5ｍの1ブロッ

クから 5.0 ｍの 7・9 ブロックまでの大小があり、中央広場は直径約 6.0 ｍの規模となる。鏑川右岸の上位段丘

面には、このような直径 30 ｍ以下の小規模な環状ブロック群が点在しており、本遺跡はその段丘面の最東端に

位置する。遺跡の東側には鮎川の段丘崖が存在し、とくに北東方面の眺望に優れている（第 136 図）。旧石器時

代の遺跡が集中する大間々扇状地を含めた平野部を広く見渡せること、信州産黒曜石や八風山産黒色安山岩の流

第 136 図　周辺の旧石器時代遺跡
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通経路となる鏑川の入り口に位置することが、旧石器時代における当地の地理的優位性を示している。隣接する

白石北原遺跡や三ツ木東原 C遺跡においても、同じ層位からブロック群が検出されており、周辺にブロック群が

近接して広がる状況が窺われる。白石北原遺跡では、4箇所のブロックが直径約28ｍの環状ブロック群を形成し、

鏑川流域のものでは最大規模とされる。

　出土した石器は白石北原遺跡と同様に黒色安山岩を主体とし、ナイフ形石器、台形様石器を組成する。器種で

は石斧が、石材では黒曜石がほぼ組成しないことも指摘される。各ブロックの主要石材を出土点数でみると、2

～ 6 ブロックでは黒色安山岩が 95％以上を占める一方で、7・9・10 ブロックでは黒色安山岩が 70％近くまで下

がり、黒色頁岩が 20 ～ 30％含まれる。8 ブロックは黒色安山岩と黒色頁岩が同数で、1 ブロックはチャートが

主体である。環状ブロック群の西側には黒色安山岩を集中的に消費するエリアが、中央から東側には黒色安山岩

と黒色頁岩の二種を消費するエリアが広がっている。台石を保有するのは 3・5・6・7 ブロックで、剥片やチッ

プの多さを加味すると、3・5・7 ブロックが石器製作の中核的な場と判断される。ブロック間の接合関係をみる

と、中央広場と考えられる 9・10 ブロックを介在する資料が多く（35・38 など）、中核的な活動の場である 3・5・

7 ブロック同士で直接接合したものは 1 例しかない（48）。38 は、9 ブロック内の石核と 5・7 ブロックの剥片が

接合し、台形様石器も 9ブロック内で接合することから、遺跡内で台形様石器を製作していたと判断できる資料

である。ナイフ形石器や台形様石器は全て黒色安山岩製で、3・4・5・9 ブロックに偏在し、7・8 ブロックでの

出土はない。中央広場の 9ブロックの石器は自然面を残す比率が全ブロック平均値の 2倍以上あり、また器種組

成に占める剥片の比率が最も高いのに対し、チップの比率は平均値の半分以下となるなど、他のブロックとの違

いが指摘される。黒色安山岩の母岩分類のうち、BAn1・3・6・7 は広範に分布するが、BAn2 は 7 ブロック主体で

3ブロックには分布しない、BAn4 は中央広場を除く 3～ 8ブロックに分布するなどのバリエーションがある。黒

色頁岩は剥片・チップばかりで製品がなく、接合資料も得られなかった。

第 137 図　ブロックの配置
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　環状ブロック群の中心に位置する 9ブロックは、剥片の組成率の高さが特徴的である。台形様石器などの素材

となり得る長さ 5㎝以上の黒色安山岩の剥片は、17 点中の 13 点を 7・9ブロックが占めており、3ブロックでは

出土していない。素材剥片の多さと自然面保有率の高さから、9 ブロックには石器製作の初期段階のものが集中

しているといえる。しかし、台石をもたず、チップの組成率が極端に低いことを考えると、9 ブロック内で石器

製作を積極的に行っていたとは言いがたい。9 ブロックを介して 2・3 ブロック間、5・7 ブロック間の接合がみ

られるように、ブロック間の接合は 9ブロックから放射状になる傾向がある。これは 9ブロックが中央広場とし

て、石材（特に黒色安山岩）の管理・分配に関わる機能を担っていた可能性を示している。9 ブロックの一部と

なる 10 ブロックは、中央広場の機能に関わって、何らかの共同作業が行われた場と考えられる。

　環状部には二つの相対するエリア、すなわち黒色安山岩を単一石材とする 2～ 6ブロック、黒色安山岩と黒色

頁岩を消費する 7・8ブロックが存在する。両者は黒色安山岩の母岩（BAn1・3・4・6・7）を共同消費しており、

それぞれの中核的なブロックである 3・7 ブロック間で一例だけであるが接合があることから、一定の関係性は

認められる。しかし、黒色頁岩の有無や製品の保有で明らかな差異があり、本遺跡の環状ブロック群は、調査区

域外になる南半の状況次第では、複数の単位集団によって形成されたことが想定される。遠隔地石材の黒曜石を

保有しないという共通性をもちながら、在地産石材の比率が異なるのは、異なる遊動範囲による石材採取地の違

いを反映したものであろうか。

　7ブロックは全ブロックの剥片の 25％を占め、剥片のサイズも大きく、自然面の残存率も高い。黒色安山岩に

関しては中央広場の 9 ブロックとの接合が多いことから、素材剥片を製作し、9 ブロックを介して他のブロック

へ分配していた可能性がある。それに対し、黒色頁岩は 7 ブロック内で集中消費されており、2 ～ 6 ブロックに

は分配されない。黒色安山岩を補完する形で利用された補助的な石材と考えられる。3・5 ブロックは、台石を

保有し、チップの数も多いことから、黒色安山岩を単一石材とする石器製作の場であったと判断される。自然面

の残存率も低く、石器製作の工程がより進んだ状況と判断される。とくに 3 ブロックはチップの組成率が 50％

に達し、2・4・7・9ブロックと接合関係もあり、活発なモノの動きが窺われる。1ブロックについては、環状ブ

ロック群の外に位置し、チャートを石材とする点でも異質で、時期が異なるか、他のブロック群に属する可能性

がある。

　ここでは石器製作の技術的な側面には触れられなかったが、旧石器時代の概要は以下のようにまとめられる。

本遺跡の環状ブロック群は鏑川流域で一般的な直径 30 ｍ以下の小規模なものであった。石材は黒色安山岩を主

体としながら、一部のブロックは黒色頁岩も利用されていた。ブロック群は消費石材や石器の組成が異なる複数

の単位集団によって形成された可能性がある。石器の接合関係は中央広場を介在しており、中央広場には石材の

分配に関する機能が想定された。黒色安山岩・黒色頁岩ともに近隣の鏑川流域で採取されるものであるが、黒曜

石、硬質泥岩、碧玉系石材といった鏑川上流域から信州との関係を示す石材も確認された。しかし、その量は極

めて少ないことから、本遺跡に環状ブロック群を形成した集団は、長期的な移動の方向性としては、鏑川を遡上

して黒曜石の原産地である信州へ向かう途上にあったのではないか。隣接する三ツ木東原 C遺跡では、黒曜石を

主体とするブロックが確認されるなど対称的な状況があり、それは環状ブロック群を形成した集団の遊動範囲や

移動の方向性の違いが石材の組成等に表出したものと考えられる。甘楽町の白倉下原遺跡においても、同一の台

地上で 150 ｍ離れた A 区・B 区の主要石材がそれぞれ黒色安山岩と黒曜石とで異なる状況がある。鏑川流域に残

された環状ブロック群は、信州産黒曜石に代表される遠隔地石材の流通ルート上にあるがゆえに、双方向の移動

により、石材組成が大きく異なるブロック群が近接する結果となったと考えられる。
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2. 縄文時代

　縄文時代の遺構は、調査区の中央北寄りで、北東へ地形が下り始める緩傾斜面にまとまりがあり、地山の標高

107.5 ～ 107.8 ｍの間で帯状に広がるように分布する。ただし、調査区南側は削平されて遺構が失われている可

能性もあり、縄文時代の遺構の広がりは不確定である。縄文土器は、前期後葉の諸磯 c式や中期前葉の五領ヶ台

式が遺構外として少量確認される。遺構を伴うようになるのは中期中葉～後葉である。中期中葉はＤ -20・21 号

土坑がある。Ｄ -20 号土坑は、土坑底面に両面加工石器・抉入状石器・礫器が置かれた上に、勝坂式土器の破片

が多数出土した。中期後葉にはＤ -17 号土坑があり、袋状の土坑内から、黒曜石・頁岩・黒色安山岩・チャート

などの剥片・チップが多数出土し、石鏃未成品もあることから、近隣での石器製作が想定される。竪穴住居跡は

検出されていないが、大型の土坑Ｄ -14 や、焼土を覆土に含むＤ -38 号土坑と円形に並ぶピット群などは、住居

跡の可能性がある。竪穴住居跡であれば、周辺の遺物の時期からは、Ｄ -17・20 号土坑と同じ中期中葉～後葉、

あるいは遺構外出土土器が一定量ある後期初頭～前葉が想定される。本遺跡の南に隣接する白石北原遺跡では中

期中葉～後期初頭の住居跡が 38 軒検出され、環状集落が形成されている。本遺跡の遺構は、この環状集落と同

時期のもので、その周縁部として位置付けられる。

　これらの遺構より地形的に 20 ～ 90 ㎝ほど下がる位置には、トンネル状の遺構ＳＵ -１がある。ＳＵ -１は等

高線に直交する本線から分岐した支線が地表に現れ、出入口となる構造である。本線は天井が崩落して溝状遺構

として検出され、出入口は別の土坑として検出したものが本線とトンネルで繋がったものである。このようなト

ンネル状遺構は千葉県北部での調査事例から、アナグマの巣穴と判断され、アナグマ猟が行われた痕跡が報告さ

れている（西野 2015）。巣穴に煙を入れ、出てきたアナグマを捕まえる猟である。アナグマは現代でも遺跡周辺

第 138 図　縄文時代の主要遺構
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に生息しているが、ＳＵ - １は覆土中の遺物が縄文土器に限定されることから、縄文時代の巣穴と判断された。

50 点近くの破片は中期中葉～後葉のものであり、巣穴は中期後葉までにその役割を終えたと考えられる。ＳＵ -

１では火処となるような痕跡は確認されなかったが、同時期の集落が検出されていることから、アナグマ猟が行

われた可能性は十分にある。なお、ＳＵ - １は室田軽石層（As-Mp）の直上まで掘削されており、アナグマが排

水性などを目的に、軽石層がトンネル状遺構の底面となるように掘削土を選択した可能性を指摘しておきたい。

第 139 図　周辺の古墳分布（藤岡市教委 2008『三ツ木東原遺跡』第 38 図に加筆）
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炉

フイゴ
廃棄土坑

羽口

工人の
位置

金床
（推定）

第 140 図　Ｈ -２a号住居跡
　　　　鍛冶遺構想定図

3. 古墳時代

　古墳時代の遺構は、後期の円墳 2基と竪穴住居跡 2軒を検出した。Ｋ -１・２号古墳は、皇子塚古墳を中心と

した群集墳に包括されるもので、墳丘が 10 ｍ程度の小規模な古墳である。Ｋ - １号古墳は、中心部のカクラン

から石室に使用された可能性がある礫や須恵器大甕の破片が出土しており、墳丘が削平された際に石室が破壊さ

れた痕跡と考えられる。カクランから円筒埴輪が 1点だけ出土したが、周溝から埴輪は全く出土しておらず、埴

輪をもたない 7 世紀代の古墳と考えられる。周溝内にはピットが集中する部分があり、平成 19 年度調査Ｋ - １

号古墳でも指摘されたような橋状施設の可能性も指摘できる。周溝からは平安時代の遺物が出土し、覆土には墳

丘崩落土と思しき土層もないことから、平安時代までは残存し、中世以降に墳丘を消失し、周溝も埋没したと考

えられる。Ｋ -２号古墳は南側にブリッジがあり、開口部が想定される。Ｋ -１号古墳と同様に埴輪をもたない

7世紀代と判断される。周溝から平安時代の遺物は出土せず、Ｋ-１号古墳より周溝の埋没が早かったようである。

中心部に集中するカクランは、墳丘の削平に伴って石室を破壊した痕跡と考えられる。

　竪穴住居跡は 6世紀後半～ 7世紀代のものである。住居跡の規模や出土遺物は一般的な住居跡の範囲内である

が、群集墳の内部に位置し、古墳と隣り合って検出されることが特徴的である（第 139 図）。これは平成 19 年度

調査でも指摘されており、そこでは竪穴住居跡が古墳と並行するか、若干新しいとされ、古墳と住居の関係性に

注意喚起された。今回のＨ - ２b 号住居跡をみると、Ｋ - ２号古墳周溝のブリッジ部分の正面に位置している。

Ｈ - ２b 号住居跡の遺物が少ないが 6 世紀後半と判断しており、Ｋ - ２号古墳が埴輪をもたない 7 世紀代の古墳

とすれば、住居跡が先行することになる。Ｈ - ２b 号住居跡の覆土は、ブロック土を多く含む人為的な埋戻し土

であり、Ｋ - ２号古墳築造に先立って住居跡の埋戻しが行われた可能性がある。Ｈ - ２b 号住居跡が存在した 6

世紀後半は群集墳の主たる皇子塚古墳や平井地区 1 号墳が築かれた時期で、7 世紀代になって周囲に古墳が増え

ていく過程で、埋め戻されたのであろう。しかし、Ｈ - １号住居跡や平成 19 年度調査のように 7 世紀代の住居

跡も確実に群集墳内に存在している。古墳の祭祀に関わるような遺物もないため、被葬者と居住者との関係性に

依然として課題を残すこととなる。

4. 平安時代以降

　古墳時代の 7 世紀を過ぎると、奈良時代の空白期を経て、

平安時代に再び集落が現れる。9 世紀後半～ 10 世紀代で、羽

釜を伴う時期である。この時期までにＫ - ２号古墳は埋没し

ているが、Ｋ - １号古墳は周溝内から平安時代の遺物が出土

しており、依然として旧態を留めていたようである。Ｈ - ２a

号住居跡は、Ｋ - １号古墳に隣接した場所に位置する竪穴住

居跡である。

　Ｈ - ２a 号住居跡は、竪穴内に鍛冶遺構を備える。炉跡に

接する長方形土坑は、土坑内から鍛造剥片が出土しないこと

から構造物の存在が窺われ、炉跡の焼け具合が土坑側からの

送風を示すことからも（PL.4）、フイゴ座跡と推定した。金床

石は出土しなかったが、一人の工人が手差しフイゴを使用し

た場合には、およそ第 140 図のような作業空間が想定される。

鍛造剥片には二種があり、平らで薄く青光りする剥片は炉か
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ら廃棄土坑内まで広く出土した。それに対し、厚手で凹凸のある剥片が炉跡と廃棄土坑内から出土している。前

者は製品の形に仕上げる作業、後者はその前段階として鉄塊から延べ板を作る作業に伴う鍛造剥片と考えられる。

Ｈ - ２a 号住居跡内では、鍛錬鍛冶の二段階の工程が行われ、厚手の鍛造剥片が床面から出土しないことは、延

べ板の製作後に床面が片付けられていた様子が窺われる。

　西に隣接する三ツ木東原Ｃ遺跡では土坑墓と思われる土坑列が南北に延びており、平安時代の竪穴住居跡は土

坑列の西側に広がっている。土坑列の西側に位置する東原Ⅱ遺跡でも奈良時代後半～平安時代前期の竪穴住居跡

9 軒が検出されている。土坑列の東側にあたる本遺跡は、おそらく前代の古墳を含めた墓域として意識されてお

り、Ｈ-２a号住居跡は墓域の中に単独で位置することになる。Ｈ-２a号住居跡は、一般的な住居跡というよりは、

鍛冶遺構を備えた工房的な性格が強い遺構といえる。

　中世以降は目立った遺物がなく、As-B が介在する遺構もないことから詳細は明らかではない。西に隣接する

三ツ木東原 C遺跡では中世の堀や土坑群が検出されている。唯一、中世の火葬跡の可能性があるＤ -11 号土坑の

存在は、古墳の存在を意識したものと考えられる。
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写　真　図　版
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羽口

鍛造剥片
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PL.63縄文時代

遺構外出土遺物
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PL.64 古墳時代

H-1 号住居跡出土遺物
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PL.65古墳時代

H-1 号住居跡出土遺物
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PL.66 古墳時代・平安時代

H-2b 号住居跡、K-1・2 号古墳、P-12・106 出土遺物
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PL.67古墳時代・平安時代

H-2a 号住居跡、D-14・46 号土坑、確認面出土遺物
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